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定款及細則改正の件

強市審議中の本合定款及び細則の費更は . 11月25日の組合の承認を起て、大肢府に認可申請中の

底ロ月 5 日附を以て認可を得‘ 即日宜施すること、なつに。新定款及び和則は本誌に掲載じTこから

参照あり度い。

倫lま改E の要旨は、

時代に即臆して、民主的なものとしたこと。

合員種別を整理し、従来の維持合員 を正合員としにこと。

役員の内容. 共の選是正法、総合及ぴ評議員合開催の時期、議案及び動議の提出法、議決法等全面的

に改正され? こ。

車IIJ 則 iこ於ては、支部 }こ闘する塊程、合費の市細入金金の新説、評議員の選出法. 事務局の規程等に

改正を見Tこ。

叉新定款では、定時組合は 1 月に、定時評議員舎は 3 月及び11月に聞かれることになったこと並び

、に事業年度及び前十年度が4月- 3月に費更されたので. 新規の選奉も 1 月迄延期され、其れ鼠昆

役員の任期を延長すること、なつに。

支部設置の件

康 島 支 部 lIs;f;1I 22年4 J H7目鹿島 iこ於て創立組合開催、隣島鯨下一国公本文部の所嵐とする。

兵 庫 支 部 昭和122年11月14日紳戸に於て創立組曾開催. 兵庫幌下一回全其の所属とする。

九 州 支 部 昭和22竿12月4 日繭岡に於て創立総合開催、九州一回及ぴ山口癖下を共の所属とする

東 海 支 部 昭和22 下12月13日名古屋に於て創立総合同催、愛知. 三重、岐阜の三牒を其の所属と

する。

以上各支部の規程は 4-=践に掲載しであるので、参照せられ度い。倫 lま支部設置と同時に、支郎所属

の地域に居住する合員は、特 iこ異議の無い限り其D 支部に所属する 。こと〉なる、従って、従来地方

合員として舎費が割引きれて居たが、支部所扇となると共に、舎費も 1 ヶ月金10固となることを御

諒承願ひ度い。

ｦ 古ｾＡま嘗分の ｬ 背 ｊＮ 入舎、退命 ω 通知、曾費の納入等は総て直接本部へ御 ＱＱ ＧＱ込み願ひ度い。
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建築工業配布の件

本協舎の使命に鑑み‘協舎と祉舎との連繋ｾ緊密ならしむる ζ と、及び協合誌「建築と祉合 ｪ が、

経費及ぴ用紙の関係上年聞の蛮行回敢に著し{ 器tj 毘を受付で. 合員の満足を買ふことが出来なかっ

たこと等の理由に依れ新聞祉と提携して、新聞を合員に配布し. 舎の動部の速報もや b度いと考

へて居? こ底、此程白木輿論新聞社と協舎との聞に提携の議題わ本合の組合、評議員舎の議決色経

て、昭和23年1 月から、上記新聞批蛮行の週刊紙「建築工業報J r t ' 合員に無料配布すること〉なっ

1: 。

設新聞は、蛍分グプロイド判であるが. 用紙問題が近〈解決ーすればー普通新聞紙判になる背; 定で

ある。又週刊であるから、合告共の他、舎の見事. 講演合等の通知にも代用する積りである. 1;おiま

紙面の字分位は提供を受付得るので合員諸君の意見の張家. 手u歌. 俳句其池の3記事等の投書も大い

に歓迎する。

曾誌、「建築と敢曾」有料配布の件

前項の逼ド週刊続を無料配布すること、し? こが、同時に曾誌「建築と世合」も鹿刊する語:こも

行かす凡さりとて. 従来通 b無料国布は経済上不可能となったので、之を寝刊して有料配布とした

即ちこれを舎の別途合計として、明容よち概そ年 Ｔ 回衝すｾ 1部20閣見嘗の購諌料公徴すること、

い内容を究費し、且つ合昆外一般にも設費するに遁蛍な内容に盤更したいと思ふ。共の編集方法

等に説ては、目下編集幹事曾で検討中であるが. 合員諸君の御満足め行〈様に折角苦心ヤでゐる。

是非金曾震の御潜讃を願ひ度い。若し御不用の向がゐれば此喋御通知を乞ふ。

建築便覧溌行の件

強而接表し? ニ建築便覧の印刷法、年内に務7する強定で印刷中σあるが、電力共他の開係で印刷

所が嘗方の思ぶ様iこ行かたいので、極力督励t p . であるが、或は務すが遅れて. 年が明げてからと云

ふ事にならぬとる忠弘 7よい。角前説後告の分頒代金は !P
I
31U二りの上改正賞喪主申受げる事に初iこ御

諒承を乞ム弐第である。
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工 事 概 要

設 計 値 エ 株式曾軍土 木 村 組

着
エ 昭 和 2 2 年 1 月 構 主主 木造 ドーム 式 ・合成柱上部銭 骨 ・

竣 工 昭 和 2 2 年: 7 月 合学二 重 ・ポ戸J レト 教室 約15噸

建 坪 2 8 3 ・7 5 坪 仕
上 外部 モルタJレ・塔屋 ジュラルミ y

延 坪 4  0  )'l ・Ii 0 坪
内部漆喰塗 オリエ : / ! J t クロス張

軒 高 8 0 尺
床二重蔵 ・槍フ ロー) } ;y グ張

塔 屋 高 5  5 尺 換 気 ｾｏ 馬力・床下換気

天 井 高 4  0 尺 』政 容 約 500 :s 
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ス バ ル 臨 見 離 記

復興建築の中からめぼしいものを拾って誌上に

紹介して貰ひ度いといふ希望が多いので、これに

臆へる? こめ編集幹事による見感舎を再開すること

にしに。

先づ取上げにのが映書館で ゐるが、大限では北

の方で os劇場、南の方でスパル座の二つが話題

になって第一回 心 見型基金 ｾ スパル盛に決定し ｏ 月

O 日に行ふことが出来fこ。嘗日は石川、高坂、他

問、中野空洞 幹 事 k 事務局から三人で諜十工事を

措常され? こ東洋木材土建都勾赤格、 00. 川島の

三氏に設明と案内をお願ひしたのである。

時間 .' 9 都合がよかったので壷の第一回映鴇前か

ら建吻設備刀詳細を見感し、引渡いて映携中の効

果を検討することが出来? このは幸いであった。

スパル座:ま左右菊倒 iこ低い建防が接捜してゐる

ので外視について注意出来るのは正面入口側の構

成1 " : け' であった。建陶は狭い前商道路に面して僅

h の飴裕を凄 υ 二階建J ) JE面が極 t 緩い凸面カ官ニ

プミコ胸re張ってその南側には階段室に利用きれ? こ

爾喪主起立させにゃう 4になってゐるが、恰も胸 ZJ

庚い烏が病弱狼ｾキミ ｦ ゴ閥ゃないやうな姿勢佐想ば

せる格好をしてゐ fこと思ふ 。

或 ＿ ま凸麗カープの主遭 ｲｾ けが強 ｴ 印象に ｅ をつ＿こ

場合:まある客拍 J ) 上甲板般室をみ上げるやうに感

今るかも知れないであらう。

この構成は恐ら〈敷地の保件から興へられに設

計意司によるものと思はれる。前商の道路.1; ; 決〈

人;通 bの多、場所柄である上に雨側に飴裕がなか

っfこ事! 背からみて、極〈自然にうま〈こなしてゐ

ると感じさせる。

角地でない上に前商都各bZ極 t 狭い場合である

のにこの建防1 . ) やうな凸面カ戸プを主盟 ;こす lるや

り方はや、大騰な手法である筈である。. epちこの

ヤ「うな費地保? f : だとさ' うしても威歴するやうな大

きな壁面観にな h易いのである。

主ころ 1]; この映番舘は僅かながら前高 iこ飴裕を

とり、南翼の突出部が中央の強い凸面カ戸プt ' ガ

ツシリと受り止めて左右のしまりをつり ーてゐるの

である。この構への印象涼多〈の観客を積極的 iこ

引受げて. これを雨翼が包むやうな親しさを起さ

せてゐると思うに。

映番館のやうに大乗を封象にして親しみと、呼

びかりるやうな積極性を必要とする建物が特に正

面のアピー' J レが大切と考へるが、この監は確かに

成功であっ? こと思ふ。

使用されに仕上材料や二三のデコレc シヨンか

ら受けるものについては更に希望し? ごいところが

& つセゃうである。出来ればもっと静かな色彩の

材料とかタイルもけ、型に、ぞれから入口部分の突

出歯縁を少なめにするとかであるが. しかし材料

については時節柄注文する方が無理なのかも知れ

ない o rこY 中央に置かれ七高債なスパル座の守田

クを色っと効果的 iこボヅンと印象強〈デコレート

する方法はなかっ仁であらうか。

斯畿な第一印象を受けて内部の見接に移った。

一階席前の庚間に池りつけの長椅子があって、こ

、で赤松氏、 JII 島氏の設明を種々 k 伺ってみる。

スパ Jレの名禍は日本語では昂〈スパル〉の己とで

ある由 これを取l J J 二げたのは七星である。スバ 。

ル星ぞもってそのま〉この映醤舘の名稽とし? この

であるかも知れない。

. 座席の園 h にある廊下や休憩場所は遁嘗の買さ

と思は灯、大費きれいに明るく仕上げてあったの

で好感がもてに。全般に開放的でピこか舶の中を

想はせるのも舛観と一致し七印象であっfごと思ふ

廊下側か ら座席への入口は何れも遮昔、遮光装

置共に入念な工夫のあとが伺はれる。殊に座席の

床面が扇側廊下より低〈なる郊分の出入口は扉の

つり方に苦心されに白川島氏の説明か加へられて

成程と思ふ。

廊下や手洗場の一寸とし? こ k ころにまで活花を

置〈趣'米は湿器者の観客こ劃する心遣ひで嬉しい

ことだが. 更に場内を静かにする効果tこも役立つ

てゐる 、k 想像される。これは確かに観衆心理を把

んだよい方法である。

映窓室の換寄託装置が計霊湿りにゆかなかったの

は惜しかっ七が床に防火当ンクJ 1 C トの段が出来

fこのは無理のないこと行と思ふ。

舞蓋裏のト乞キー iこ封す ーる雑音防止の fこめ入念

な防音構造を施し? このもよく、附場屋にあった捜
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械設備( 琵電装置〉等も極めて完備したもので、

表面的にはわからないが、映番館として非常に大

切な要素であらう。

観覧席は天井も高〈殆んど自然換集によ' る快適

な気分を奥へ得るやうになってゐ Tこ。: t もこの部

分は大方暗〈しであるところであるから何として

も座席とスク習戸ンの闘係から〈る硯覚とか音に

釣する王夫が生命である筈r: 。従って仕上材料.

照明、装飾等は第二義的に置ゲれて差支へないで

あらう。この賄外観や廊下. 賢間等とは直別して

みにので飴 bいふべき材料がない。

最後に映寓効果からみたスバル座はぜうか。こ

れは映茜舘の綜合的な債値を決定する問題1 ' : と思

ふ。其 i ) 日はf合もジエンヱアのロードジョウをや

ってゐ? こので約%程奔見させて貰った。

座席についてみると先づ歯菌が極めて鮮明であ

る。J I f 島氏の説明? で遮光設備の完全と室内照明を

併用しないことがわかったが確かに効果のある方

法と思ふ。鮮明な薗面はみてゐて不安な集持を起

さないし. 観客を引っける第一要素だと思ふので

この黙に申分がなかった。

次に音響1コ調子であるがこれも極めて明瞭であ

った。英語のト戸キーr: から日本語と比絞は出来

ないばか b でな〈意味もよ〈判ら主主いげれぜも語

調がはっきりとして、音響効果のよかったこどは

確かである。

いふまでもな〈音響効巣は反射量、吸牧量の割

合から遁嘗な残響時聞を得られるやうに計重きれ

なければならない。更に遁度な反射方向を得るこ

とによって菅の分布が均等であることが必要だ。

私は庚〈映番館を比較したわりではないが以上の

要結か らみてスパル座の音響効果は成功してゐる

と思った。私のみに時は未だ7 0 %程度の入場率で

あっ? こから満員になったらもっと音の吸牧度が婚

すものと想像するが. あれよりも残響時聞が短〈

なれば更に明瞭度は よくなる筈である。宜際には

殆 l -.， ( . ' 減員の場合が多いとの事r: から音の効果は

よいものと確信する。これド封しで設計者は反射

材と吸収材の建ぴ方や ｾｴｂ 方を考へ＿ことの設明で

あっr: 。

ナニゼ惜しかったのは場所を費へて昔の分布効果

を調べなかったのであるが、壁や天井の断面形か

ら察じて心配は なから うと判新出来るのである。

終りに脱税ぐアイライン〉についてはこ階南側

のボックスか ら検討 してみたが、この方も無難で

あったやちである。

見・寮記 を格るに嘗ってスパル座工事: の概要を紹

介して読者の御参考i二し fこい。

附記今後見皐すべき建物の濯揮について誠1if各

位の御希望を承れば幸ひで ゐる。

絶( 幹事記)
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スバル座工事概要

構 造 木 造 ス レ 戸 ト 葺 二 階 建

基 礎 煉 瓦 積

映寝室廻 F 柱 煉 瓦 積 床 版 及 梁

銭筋コンク) J - ト浩

桁 行 一 三 八 尺

梁 間 五 四 尺 雨 側 巾 九 尺 ノ 下 屋

関口計セ二尺

軒 高 二 七 尺 主 寸 正 面 パ ラ ベ ッ ト 三O尺

坪 数 一 階 二 七O坪

外部仕上

二 階 一 回 一 坪

計 四一一坪

正 面 腰 太理石及テラグープロック貼

付

上部 タ H 戸ム色。三六角タイ J レ貼

側 L背 面 ク1 J - ム色モルタル吹付止上

内部仕上

観 客 席 天 井 テ ッ ク ス 貼 及 漆 喰 塗 水 性 べ

シキ仕上

壁 テックス貼水性ペンキ及下

ンゴロス貼

腰 漆喰塗油性ペンキ仕上

床 モルタル仕上

舞 牽 廻 柱 型 グ ラ ス モ ザ イ ク 貼 付

袖壁及横、チーク及楠玉杢化粧ぺ=

ヤ板貼

腰 テラゾープロック貼付

休 憩 室 桂 型 テ ラ グ ー プ ロ ッ ク 貼 付 一 部 グ

ラスモザイク象様

壁 ラスモザイク貼

正面窓 エッチンググラス及グラス

プロック

床、 モザイクタイル

廊 下 天 井 テ ッ ク ス 貼 水 性 ペ ン キ

壁 漆I食 塗 油 性 ペ.シキ

床 階 下 紅 殻 入 色 号 J レグル塗

二階及階段1 J . l ! J t ム敷

映高室天井及壁漆喰塗ノ上= 紙布クロス貼

床。' ノ) J 9 ム敷



使 所控. 天井、漆喰仕上・

腰 白色五寸角タイル貼

床 モ ザ イ グ タ イ ル 貼

@ 設 備 概 要

‘  

衛生工事

便 所 水 洗 放 流 式

消 火 栓 七 ケ 所

排 気 設 備 五 馬 力 風 量 二 三Om/ mi n

風堅 二九m/ mg

電気設備

照 明観客席ハ全部間接式

中央ドーム埜光燈間接照明

休 憩 室 同 右

廊 下 色 電 球 丸 グ ロ ー プ ベ ン ダ ン

ト

外 部 電 飾 切 符 賀 場 飾 窓 等 親 デ 畳

光燈使用

舞 華 フ ッ ト 及 ポ ー グ { ラ イ ト

自家電源装置

蓄電池式 充電共他強備) i j トシテ代

燃瓦斯倫ヱンヂン= 依ル登竜装置ト

ヲ併用ス

共 他 場 内 放 建 設 備 及 電 話

映寝設備

映 寝 機 ス ー バ ー シ ン プ レ ツ ク ス

費聾装置 ウエスタン〈ガイドレシデ〉式

備 考

親 客 席 一 般 席 錯 欝 製 連 結 椅 子 九 七 六 人

巾奥行共ー尺五寸

間隔二尺五寸

特別席 目木製二人掛安楽椅子三六人

人

一
一

。

計

共他データ戸

映寓孔ヨ P スクリージ迄ー0 主尺

スク F ーン大キサ一二尺× 一六尺

レンズ焦駐距難五吋字

舞 華 大 キ サ 巾==0尺

高 一七、五寸

奥 行 一 八 尺

本見集合は軍の都合上俄かに臼時費更 の通知 を珪

し? こが聞に遭なかっTこ方に封し此機舎に深〈お詫

び申上げる。

0 米第廿五師第六五

工兵隊兵合見撃

日 時 十 月 三 十 日 午 後 一 時 半

大医府渉外謀の御斡旋に依り、阪和線金問騒附

近、元日本陸軍鞘重除及病院跡に改浩されt: 兵舎

を見率することが出来、誠に幸であっ? こ。特に許

可を奥べられ? こ米軍、大医府鹿及び営日格別の厚

意 を寄せられ七大林組に深謝申上げる。

本兵舎は昭和サ一年春よ b改造に着手、今や殆

んさ'完成に近き蹴態にあわ之に参加しt: 請負業

者は二十数拡に及ぶと云ふ、建物は殆んさ' 従来の

日本軍兵合の骨組tc げを残して、匡根、壁、内部

は紙、てｾｾ量をカ ＱＱ へ ｦ こもので、外観は左程立振とは

足、はれないが、内部の設備は質に完備されて居

る、組エ費の約六割が間帯設備に投ぜられて居る

と云ふが、誠に左もあちんとうなづ付る。

兵員の寝室もま伊にもゆっ仁川しで齢、食

堂、酒場、グシス・ホール、映茜館、 ・屋内運動場

等簡素乍ら 荒潔iL健康に出来上って居る、驚( .べ

きは十数鳶坪の構内到る庭、地l書の僚の地面は何

庭にも見られ今、道路はコンク 9 - ト補装、共他

は芝生か、 IJ 、砕石敷込か で、降雨時でも靴の泥を

室内に持込u ' 事のない筏に出来て居ることであ

る。

要するに従来我 A 日本人の頭にある「兵舎」の

観念とは全〈異る、米国の庶民の子5 . f ; の生活儀式

を其依取入れにも ので 、民主園の兵舎とは斯様な

ものかと深〈印象付けられ? こ。

午後三時牛見謬終了、大林組の用意された、茶

菓を頂戴して、ー同満足して散含し? こ。

0 先達て、金問の米軍兵舎を見事して、米閣の

軍隊生活を今の日本人 の生活に比ぺて、大いに義

まし く思って居? こら. 十月二十日の「タイム」誌

の報十る所に依れば、米園ノース・カロライナナi ' I

のラ‘ レー市の刑務所を股走し? こ男が、一年後に蹄

って来て云ふことに、此所・を逃げ出して軍隊に入

って居Tこが、ぎうも刑務所. の方が良いと云ふ結論

に透して、叉舞ひ戻って来? こと云ふことである。

して見ると、今の 日本人 の生活は、ヨ! と圏.の刑務所

1の生活より二桁は少〈 ι 色下である、と云ム結'論

に遣するか。

11 
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11¥仕事の試b

e  ｾ健闘

露 骨 ? 説 明

総 帥)11鰍 慌

滋践お議

阪瀞簡の野屋川建習 に玉石の多いのを見て小 i: l 宅の材料になれば k 考へE正俊に石績

を和j 用して見た、今度d!> づらしい穫でもないが何か建築材料として生したい。

との小住宅は家族三人か四人程度、生活様式もなるベ〈洋式に近い‘ ものを摂準にし

て造って見? と‘ 野望止は十二坪制限一杯で般旅は橋祭も出来得る様 ( 六飴南側に八姑

でも〉考へる

橋 治 概 要

控置量 石積木遣併用

屋 根 瓦 軍 事

外 Eま 宅 Yレタ " " * 皇室仕上

内 塁E 和室. i A : 墜洋間ヱミ= ャ叡E史官、ペ

むシキ仕上

天 井 生存章者天弁、洋間ペ= ャ飯3 ! { 1 ) 上

紙 結 9

E設 地 ｬｏｏｦｬｲ 内外のゆる ｾｴ�Ｎ 三傾街地

建築荷積 1 2 坪

:iI" lii 箇( 縮尺。J :  150) 建坪… J 2坪



i愛!のl記 l念1塔j
徳 永 清 行

( ー〉 経済賓相報告について

経済宣相報告書としての白書は本年七月五日に

公表されました。これに盛られている内容は痛酷

なる買置であるということです。鮪少再生産にあ

えヤ姿が痛切に述べてあ ｢ ます。ｾ記の配定形式

においていえば白書の全ページは赤インキで書か

れているわりであれ経済危機正示しているわり

です。しかるに闘民はこの経桝危機の良相につい

てともすれば闘心乏しい態度にあるのではないで

しょうか6 賃制の報告が如何に器哀の文字で緩 ら

れているとしても、それは何底までも建てる使命

を持つものであ b、壊す役割を持つものでなし、こ

とは自明であ b ます。国民は無関心、であったれ

まfこは悲観に陪って希望を失つてはならぬのです

白書は病篤きを伴える診断書ではあ b ますが、決

して死亡診断書ではあ b ません。

白書は事宜の報告であります か ら. こ、には封

策は明示しではないのです。診断書としてでみっ

て鹿方聾ではあ b ません。政府のとらんとする態

度は経済緊念針策として) ¥項目四十七政策として

別に提示されてあ b ます。経済危機の良相業観腕

することは出来が? こし、のであ b ますが、固よ b閣

民を悲観に放置せんとするものではあちません。

希望を失はない人身は現在の苦境に廃して順臆す

ることが出来るでせうし、この苦難に順臆するこ

とによって復興の希望がやがて出て来ることにな

るであ b ましよう。 2さ疎なる柴観論はつつしまね

ばなりませんげれぜ色、絶望的なる悲観論に陥つ

てはならぬと思います. 政治や経済の外面的な復

興では意農がありません. 鹿島が民主化の本義に

精進して、必の新生が基調に法るところ』こ重肱が

あると信じまず。

経桝. J : 相報告に配するに器情緊急; 艶策があ b ま

すが. これだけで完全を期をるということは望め

ません. 先にも述べましたように、経慎重E相報台

が病重きを体えている診断書でゐる主しますなら

ば、経済緊念fJ 策はいわば鹿方聾に嘗るものであ

｢ ますが、これＮ，Ｎｾけでは疾病は治 ｢ ません。如何

に名寄が診断して、鹿方を認め? ごとしましても、

その鹿方筆に従って投繋する薬開人が過ちなくそ

れを呆きなりればたらぬのです。 t ころが粧桝危

機の駕相が停えるところによれば、ここに必要な

繋が足らなレのですから治病J 二に骨の折れるのは

一段といはな〈てはなりません. 苦心して調合し

た築が病人の枕頭に届りられたとしても患者がこ

れを服用しな〈ては繋勤が出て来ぬことはいうま

でもないことです。襲の足らないところはま終で
Ｎ ｾ

すって進じようとの密者の態'度. 薬効は充分期し

待られね程度の築聞としても衆思に感謝して識〈

病人の必構え、これが捕った時には廷輸を超えて

その病人め回復は著しくなる¢ではたいでしょう

か. し、a . いなこれは涯論を超えたことでな4 レのは

ｾ理を ｊ 官、質に正観する人々にはうなすもレて碩りる

と思います. 聾師も親切であれ薬剤入にも誠・意

が あ れ 病 人 はilt 層、に鳴謝しているという拡境が

問来ていますならばにと L 薬剤が奏勤ぜす・して病

人か倒れるというこ k がめるとしても、庫高・は感

謝に溢れてこの世を去るという境地に劃越し得る

でめ b ましよう。瞳温殺が飢れ. I Dk 捧鯨がまE うてい

る霊症の患者にゐつては芭ちに回復の一途に向う

ということは如何怠る捺法においても、容易には

期待し待ないとしてト苦痛の混和と回復への光

明k 招来する i二は設の療法に候つものが多いと信

じます. それを思えば、この経済危機の賞相に直

面して人々はまにま Tご蓋すべきところを霊さすに

乎を扶いていることはないでしょうか. 無上韮深

微妙のは? こらきはむつか しいところ、手の届かぬ '

ところにめるのではないと思います。片山首・柏が

いっていることばがあります。日本経済が馬県に

向って歩み出すか、それとも無明の破繊に陣落す

るかを? きめるのはいまが最・後の最能の機舎である

ということばを味読したいものであ b ます。

( 二) 生涯のデフレについて

鯨少再生産に悩む経済の苦維は深刻であります

から、人々の復興への努力は多大なるものを必要

とします。家計にたとへて見ればインフレの進行
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k 共に百聞の月給で二百園の生活をしなげればな

らぬどいうような般態であります。長い聞の鞍争

でありまし7こから鞍費は英大であれ三千日とし

て計算し一日平均その頃¢通貨で一億一千禽固と

して戟費三千三百官会億園弱という数字が計上され

ています。鞍後経済は嘗然の結果として仲々に損

張再生産は期待し得力汁こいのでありましてー jjl 純

再生産も直ちには望みが? こいのであります。大盟

の数字に例へます一れば日本の平和産業が維持され

るには年産右茨五千高躍といはれていますが、現

在ではあれほ乞やかまい、石茨問題として増産ば

努力を促していますが三千寓鴎が辛じてという戎

第であります。これに反じ通貨は既に千六百億闘

程の強行高となっています。栗栖識相の言により

ますれば、本年の年末霊祭高は千八百五十億国見

嘗となっております。これに封して日本銀行側の

見解では千八百五十億闘は議想、が過少でめるとし

て、少〈とも千九百億闘には達すると見ておりま

す。これ7ごりで見ても明かに生産はデフレであり

ますが、通貨はインフレであ b ます。インフレ論

議は随分展開したものですが遺憾乍らその結論に

乏しい論議0) 繰返しが多いようです. インフレの

経過を泉〈知るということは針策¢確立上必要な

ことでありますが、それに総始するに止まっては

意義の乏しいものとならｾるを得ません。

通貨は平時蛮行高を十五億闘とすれぽその四十

倍になっ? こ頃からを定険線と見るようです。そ 5

fきとしますれば六百億. 闘になった頃が昨年の夏で

めりますから. この頃からが憂慮すべき蹴態にな

っているわりです。ぞれにも拘らす先の潤逸イン

フレのように数字¢飛躍的増大がないとして一部

の柴観論が出? こ b しましTこが、第一次大職後の調

逸の場合と今日の日本の場合とでは事情が遣いま

す。かつて第一夫大戦後調逸が陥ったインフレの

天文書長的数字や、先頃までハンガ F ーが経験した

めの数字に比ぷれば未だ距 bがめ b ますが、その

見方は形式的にしばしの自己慰安主求めでいるに

と5 まれ貫質的には日本経済の危機は範硯しが

たいのであります。調逸の場合にあっては通貨の

膨張と生産θ 活動とが並行しに限 bでは、それは

更に物前高騰がゐったとしても牧益準栂の闘 l系が

牧益P 上回 b という宜情を伴ったのでゐります。

日本 心場合は格載後インフレ利得を追求し得なか

14 

った人々の字画にこのインフレ矛r得を追求し符? こ

人々もあるにはありまし? こが、しはしの経過とし

てにとさ' まるでありましょう。昨今では原料高に

して牧益減の傾向がはっきりするに従ひま. して.

依乏インフレの症; 株がはっきりして楽まし? こから

物僚は高〈たっても利得の誼求は次第に出来がTこ

い傾向になって来ています。日本のインフレには

このような事情が僻いますから物憤¢臆貴におい

てはE 額の数字が避り得られる ・と見ましても、ぞ

れは柴脱出来る内容から出て来るわりではなし

いわばじり食欲態に陥ちて行 t のであります。

ｾ ［ 資の需給と坪衡という立場からだけ見ましに

ならば、ぞれは不足の調整と過剰の調整とたりま

す。過剰の調整はここでは嘗然問題の外のことに

な b ますから、不足の訴整だ りを簡皐に見ること

に致し ‘t す。先す・生産の促進でありますが、これ

が嘗面の場合期待しが? こいのでありますから、消

費 の 制限という ・ ことを取上 げ ｾるを特ませんＮ泊

費節約という自主的動奨や更には泊費割嘗とし、う

強力制約の方法もゐりますが、それ? ごりでは多〈

を望み得ないのでめります了。f自費抑揚IJ の持つ意義

は重大ではあ b ますが、大躍の限界がめりますめ

で、その限界を超えにところは貿易によって柿足

する必要が起ります。ここ iこ輸入貿易の促進と轍

出貿易¢時IJ 限ということが劃 j照的に取上げられる

のですが、日本の場合職出貿易の振興を闘って聡

入¢促泣を可能とすることに密接な駄.蓮があ bま

す。日本の魁桝は閣内資源、が貧弱でめりますから

従来封外依存度が非常に高かったことは御存知の

通 bでゐります。経桝宜相報告は囲内のことを訴

えにのでありますが、そのこと自謹が如何に海外

依存度の重要であっ? こかを語。ています。日本が

平和でであ b まGrこ時代の一基準として一九三O年

の宜績を前提として轍出入の単字を外務省杭想定

しにものがあります。ぞれによりますれば. 八千

寓人の人口が Ｍｪｌ 三 ｏ 年の生活水 ｩ Ｑｴ ｾｾｗ 持するに

は衣のような数字が計上されることになっていま

す。一九三六年平均単慣によれ一九五O 年の貿

易規模を描いているのですが. 験出三十五億闘を

持? こなりればなりません。そ の うち、間有原料に

よと検出額は八億固で、職入原料による輪出額は

二十七億聞ということになっています。

この概算においても明瞭でありますように、 j毎



外依存度カ; 極めて高いのでありますが、ぞれはみ

す功、らの努力を措いて、依存することのみに格始

しで はならぬのであります。われわれは注ぎ水を

仰ぐ前にみずからその壊れた水溜の泥水をさ，らえて

清水の濁きでる泉とする野力をなし遂げなりれば

ならぬのであります。か〈て先十みすもか aら基礎を

閉めればやがてクレジツトを始めとして外部よ b

の日本への支援や救杭が努力する閤民への親愛訟

る贈物として供せられることになると信じます。

Ｈ三Ｉｾ幣のイシフレについて

生産の増強キ鞍入による補足的生産面への補充

ということは簡皐に笠み得ない のでありますが、

こ¢謀題は間より放置することは出来ません。-

J . @( 生産面を措いてここでは通貨面に ついて¢鹿理

について考慮を進めてみたと思います。インフレ

のことについてはゆすまでもないと思います泊遜

貨カ '膨脹するとレうこと が組の場合に苦難を百11 え

るわりではありません。通貨のイ ンフレは生産意

慾を刺戟して景気をよ〈するというような場合も

考えられます。しか し乍ら日本の嘗面 してい るイ

ンフレでは一部のインフレ利得の追求者以外には

苦難が加っています。財貨と 貨幣 との私封値値か

ら秒of賀高となづた ということな t 、同時に人聞の i

勤務と貨幣と 0-，相封卸値が並行し得ないところに

困窮の原因があります。現在の物的盟系は守 b績

りたいのでありますが、賃金ベースの問題を如何

にして歩調を揃えさせる かが仲々困難なこととな

っています。自然現象を率ぶことは比較的容易に

これを果し符ますが、祉会現象や生活現象を製ぷ

こをは仲々なし遂げが? こ u といはれていることを

しみじみ味います。インフレの性格がにとい天文

接的数字を示していないとしても、 i逼迫せる赤字

の危険信競となっていることはいうまでもありま

せん。インフレ防止策としては. 一旦放出された

通貨を吸牧するというよりも、放出を抑制すると

いう方法が簡明であ bますが極度に徹底してこの

方法を賀施するという ζ とは現般において は期し

がTこいとこ ろでめります。

放出抑制を徹底しようというのな らば、夏日研

究を深めな〈てはならぬと思います。調逸の銀行

家アルバート・ハ戸ン氏の無現金経消の構想、の如

きを取上げて見ることも一つの方法ですが、日本

の現献の如き信用創誌の行はれが? こ い時 : は種h

困難が件、います。しかし乍ら一段の努力を加えて

金融の民主イじということ換言 す: れば杢間民が信用

取引の取引者となることが出来ま し? とら、ぞれは

大きな成よlL となるめであ h ますが、直ちにその貫

現は期待困難であります。

それで一歩譲って放出され? こ通貨を吸収すると

いう方法をとらぎるを得ませ入。通貨吸牧の方策

とじでは既に針策として若干出ているものがあり

ますりれ芝山、預金仮値下落 lこ酎する通貨不安の

念を防止することを制度として考究することも刻

下の急務ではないか 。と思います。安定通貨という

ことが時々叫ばれてはいますが、安定通貨なるも

のも別誌に出して、経過的に並行的混貫Lを起させ

るようマし? こら、それは逆に逝貨安定を錆Lすおそ

れがゐります。通貨安定力? 目標であ b ますから、

現存¢通貨を安定にま事〈ことも確かに安定闘の構

想となるのです。をめ総に沿うて安定値値計算制

度がぞの自象として論議されて来ました。その早

レ現れを求めますればマーシヤ凡委主授にようで提

唱され? こ指数本位制はこの狙いを持つにものであ

ります。まにフイツシヤー教授lこよって提案され

? こ楠整ドルも一連の考買によるものでありましに

安正闘としてはこれ等の考案を基礎としてインフ

レの現段階 lコ適用し、効果を牧めんとするとこる

にその内容が構成されにのであ句ます。前大鞍後

のｾ逸において、あるいは今次大思後の Ｚ ハンガ ｐ

F におげる安定仮値計算制度は日本ι 現獄から見

て最も近い先行例となっています。安定慌値計算

制度は貨幣憤値の賞教を計算の考肢に; t . ，- いて、同

一時買力を持つ貨幣量の交授としての決済を内容

とします。それ自櫨 ，) 構想、においては公平を建前

に通貨の安定を期するのでありますが、そのあ b

方にはインフレ是認の非難は莞れがfこ〈、まに制

度宜施上の複雑性な E も看過しが? こいのでありま

す。しかし乍ら本制度の持つ効果には僅少ならｾ

る。ものが あ りますご tとを知って頂き? こいと思いま

す。通貨に罰する措置は徴妙で あ ります。漏逸の

場合やハンガローの場合にお「いて効果がよ〈出な

かっ? こことについては、この制度進用上の時期如

何を吟味、する必要がめると思います。時期おくれ

となつにならば折角 の投薬も 効能力; 誠患い? こしま

す。通貨に封する信額感を失はしめない立うに安
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定国への構想や施策については種々の方向から誼

切なる誘導を緊急: 聖母紫として練る必要があります

〈 回 ) 結 び

非常な困難に遭遇してこれを如何にして超える

かに苦悩します説合、人々はともすれば溺れるも

のは藁をもつかむという古諺のような i 方をしま

す。そうし? こ場合に政治や鰹演の危披克服につい

ての2 慮を徹底的にし? こレ色のであ b ます。如何

iこ政治や経梢戸復興し? ことしましでもそれが斜面

的のものでゐ b まじにならば永接的の蓮艇を持つ

にものということは出来ません. 国民の心が民主

化の本義に徹して心¢新生が基礎となることを斬

ってやみません。聖書にお品、ては新りと断食とい

うことが厳粛に害かれてみ b ます。俳教におレて

は篤〈三買を敬うという境地において政へてゐ b

ます。世界におりるウ土} J . . . ス氏¢・軒論家としての

ませ位は高いものであ b ますが、そのデモクラシー

を論じている中に、日ヲド人にかりられている期待

の大きレこ左を知ります。われわれは? こに簡皐に

看板? ごりを塗 bかえた程度にとざまっては$ 詩な

いことです。われわれの努力によって生括様式に

おいて民主々義ということを置得しな〈ではな b

ません。そうして日本はその存在を世界の図々か

ら傘敬されるようにな! l tこいものであ b ます。政

府o政治力が弱りれば弱い程民事告に民主化の宜践

に努力を必要とするであ b ましょう。結少再生産

に踏めば悩tr 程夏に一段と民主的な努力 iこよづて

これが匹復を1必要とするでありましみう。われわ

れは経桝の復興を語 h あるいは秩序の建設を論

十る時にはその前に先す・何よりもわれわれの心の

あり方を決定してお〈ベきを忘却しないように、

強〈・省みたいものでめります。

有名なる天文皐者- " - シェルが若し、顎その友人

に語。? こ雪葉のように、人々は死ぬ時までには生

れに時よりも少しなりと S 世の中を普〈すること

iこ精進しにいものであちます;b 人々が地球全愛し

? こ記念塔をそれそれの立場で築き上げたいもので

ゐ hます。いすもれの時代でも困難のない時代とい

うものはないといえるでしょうが、現時はまこと

に困難が津山ゐ b ます。しかし乍ら如何に困難が

横? こわっていて色建設へ復興へと進な人 h の足並

みが揃っていますならば悲哀は悲哀であ b まして

1. 

色、失望に格るものでない必す'希望が持てるも

のであ b、彼岸の光明に達することが出来るであ

b ましょう。熱轄を捧げて結びと致します凸〈筆者

関西経済連合合調在部、経済皐博士〉

。康島支部の近況

1 . 講 演 会

中国路に秩深まる十二月二日、協合支部はさ，合

中国文部と共同主催で教腰合長、尾崎常務、事合

合長岸田日出刀博士、同副会長坂静雄博士の四氏

をn ｾＮ民島市上流川町民島女事院議堂で復興建

築の講漬食を聞き浦員の盛況でめっ? こ。

敗戦の棋践となっ? こヒロシ 7 の地に於て、かか

る堂々? こる額ぷれによる講演合は近来にないこと

であり、地方文化の向上に資すること大きなもの

があっTこ。

言手細は扶就に記するを象定である。

2. 文庫創設計霊進tr

昨今の建築関係の書籍の枯視と高債なのに鑑み

支部は該方面の文庫を創設することとなっ? こ。差

賞って合員かち用慌の臨書( 内外誌. 刊行の新奮

を聞はすうを譲り受りつつあ、るo ｾｾ賛同を御願ひ

する次第である。

舎 員 章 分 頒 料 金 改 正

従来 ｾｩ ｬ￻Ｚ拾五回の所一月から援ｻ間賞費武

拾聞に改正いにじます。

遺料は別に質費頂きます。



選 1: 1: れ1: る都市

山 中 侠

蹟島は「サ殺J され? こ、とアメ P カは世界にこ

の= ユースを打電し? こらしい。

人口三十一高、戸数にして七寓五千の中都市が

原子姪弾の一閃によづτ 臨聞に破壊せられ、燃え

上れー器にその戸数のj l 劃二分を消失したのマ

ある. 人命¢損失には正確な翼民字がなL、』←ー人類

史上おそら t 入力によってカ日へられ? こ未曾有の惨

害であっTこ。

放射能の? こめにヒロシマは「七十五年間は不毛

の土地‘である」と郁せられに死¢慶櫨となっ? こ。

官時の惨献は日を迫アて質相が名明するごと lこ人

々の耳目を輩勤しTこ。

しかし政監といふ歴史的な轄換、同じ { d尽盤に

院し? こ多数の大中d都市、改革せらるべき 嵐内の

諸問題. 世; 相の混乱再建一一国民はこ¢篇異的

な人類の存亡への警告をしばし時流に抗して反省

する暇もないやうに見える。

幸ひにして放射能は早急:に泊誠し? こらしい。 tT

t とE 人聞の生存 に客お たいと霊表ーせられ? こ占死

の鹿壇に残存し? こ人々は再びこの土地に都市とし

てのヒロシマを求めてゐる@

冷巌な居士 ｅ 訟の説ｾは破 壊 された多 〈の 都舎の人

えをほとん 5 荻盤のなか iこ放置しに。ヒロシ T の

市民もま? こ底撞のなかに放置せ られた。しかし昔

からめる中 国中枢として¢都市桜能は なかな か消

滅するものではない。

接合、商事、飲食底、眠誼館、簡易住宅群. 庖

錦、事差容所建築、銀行、官公属、…. . . とヒロシマ

は他の職災都市と同ーの経過をにぜって敏感後二

周年の復興喜容は26%. 杢国平均の中位であった。

? こだ特異な現象とじて、建物とともに多数の生

命を失ワにこの都市は、原子爆弾落下地臨を中心

i二国会描い宅 、先づその周謹より復興しはじめ、

産業奨即J館の印象的な諌五遣の底撞に惨繭を表象

してゐ右中心部は一面賞時の盛骸を雑草に理めた

まま、' f z . 古代鬼央愁々 の妖集をただよはせてゐ

る.

ヒロシマは再興しつつある.

笠際、原子爆弾の出現が飴ち1こ突然であった? こ

めに、その像力がいままでの兵器に較ぺて全〈釆

駆的であっ? こ? こめに、要するにそ¢佼用効果が非

常i二車! 的であっ? こために、贋畠は字量産通 9 r抹

殺」せられ、再興不能の土地と化し? こと考へられ

たらしい。

しかし破壊謹程り異常であづ? こげれぎも、放射

能がＺｮ｟誠してゐる今日、復興の ｬｪｈｉｾ 催併は他￠車 ｴ

: m. 都市とほとんさ' 同一であると しってよし、.

木 ￸ 香 ｔ ゴりは薪 ｌｾ 、、粧末な、短小な蒐集散が

雑然主、無事i序に、先きを年ひ‘ 不能;位軌O. : . ! え骸

ｾ押しの ， ｜ＱＮＮ［ＮＺ｢ ピ Ｈｊ ｾ ゃう ｬ こ接土の土を蔽ってゆら

来朝者はこの宣帽をみて、ｾひ ねー な ｴ こか鉱特を

装fおられ t<.. 感じととも iこひとまづ一息をつ〈ので

ある.

x  X  

ｅ 、 燥二府ＮＱｦ記念日にマツカ ｆ サー元 ￟ｉｾＱ 立特にメ

ッセージを寄ぜて「贋島¢叡宮IU を 語 づ て い る

ー- a) Q: 革 命の日の詣々 ¢苦ftl はすパて¢民主矢の

すべての人んに妻せする警告として綾主ずつ。それは

fill.年Oi j 政重牲を動長する?こめiこ自然カを佼周する

ことはますます進歩してつレ iこは人主主を罷説し現

代世界の$ ，貰阪、報誌般を破壊するようむ菩段が乎

近 iこ特られるまで程遠するであらうとレム哲也iで

ある……。

t金界の人々 は現代J i i : 舎の、というよ bはむしろ

来る パ き思争 ι 惨急を身をもづて駐車生し? こヒロシ

マ布民こそこ¢桜田11の偉大た と殉抜者であ b、し

Tこがってま T二世界のあらゆる人 k のなかで最も張

<:i 同日を茸皇する寵ばれ? こえ布民℃あるとレふ期

符をか りてゐる』←光保あ る弗」特ぞめる。

同時にヒロシマといふ名前もまたある窓味で光

柴ある名前となった.

との選ばれたる甑布は名もない蹟Sるからー臨世

界 の ヒロシマ tこ浮ぴ上つにのでゐる。

X  x  

l J j : 職後日本の底家蒋建¢理念はある程度弘襲し

? こ。量密することを官余儀な〈せしめられにといっ

てもよい。ぞれは位台史主二千年にわたって裏切

bつづりられた高い連想を目迭としてゐ 0 0 この

理 想の達成はおそら〈無限に生成建展する民族の

要求は究極 iこ物力によって のみ解決し得るい、ふ

在 来¢観念と恭し t 釘立せれを得ない。

子手o 今まで武力に罰しては常に無力な新，9に

埠ぎなかっに。精紳の範圏内では極めて強固な親
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念であるもめを世界の機構は? こえす・質際のカによ

ってそれを裏切ってきた。そじて今呂もなほ依然

主して現賓の平和は宗教ではない、政治であるか

のやうに見える。

鹿島の護士訓は来るべき職争の不幸を、といふよ

b も. * るべき獄舎の脅威を不断に想像する現代

の不幸を除き去るために重要な役割りをは? こしつ

つある。

平和国家の理念が日本の理想念裏づけるととも

に‘、これがヒロシマ再奥の象徴的意義となって、

平和のメッカーーといふ言葉が新し〈ヒロシマの

? こめに生れf: 。

常に自然蛮生的であっ? こ在来Q) 都市に聖母立して

選ばれ? こる人々はヒロシマ都市再建の命題として

金へ新しい人意を求められてゐるのである。

いはばヒロシマが語J f l ) の上に立つことを、象徴

を基磐とすることを求められてゐるのである。

×  ×  

敗i肢を契起主する破壊から廷設へのー大事事換に

際して、放心と鹿股と呼ばれ? こ混迷のなかか ι い

ち早 t 盛り上ってき? こ都市計霊の呼ぴ聾に は目覚

しいものがあっTこ. 都市計霊といふ言葉そのもの

が敗職日本の将来に訟にかいままでになレ新しい

幸福を約束する命題そのものであるかのやうゑ錯

究をともなって唱導されはじめた。あらゆる部門

で都市に開聯あるすべての人々がーせいに立って

それぞれの立場からこの命題を論じ? どじめたので

ある。

論議によって計重が立案せられ. 提示せられ、

敬愛せられ、まに立案せられては改費せられ論議

せ られて、その聞に少レづっ具櫨案が紙上に浮ぴ

上っていった。

しかし都市本来の生育過程である自然費生の事

質は、この経験のない常識と、希望的視測と、理

想と、利客観念とから成りたってゐる、甲論乙駁の

計霊を、相官程度にまで盤倒レ去ってゐるかのや

うにみえる。

在来の庚島の土地に新じいヒロシマが職後敬愛

せられ? こ人文と地文的保件に多少遁臆するところ

はあってもほとん 5 大勢には在来の庚島にならっ

て建設されてゆくのである。

すべて性急: なわれわれにとって選はれにる都市

の新しき計重はいまだほと八ぜ停滞して進まない

18 

。事質乙の土地には‘翼の意味で都市計霊的たなに

ものもまだ現れてはゐない。

×  X  

七つの河は清〈澄んでゐる。潮の干捕は絶えぎ

る密化を〈り返す。三芳をかこむなだらかな緑の

山谷の? こ? こすもまひ、内海に遠〈近〈うかぶ島 .々

筑候は温和である。都市の立地保件は少〈色も平

凡ではない。そして選ばれたる者j ; 市と市民。世界

が注目しつつある土地. . . ・ " 0

放政後すでに二年が粧過しに。貴重な二年であ

る。この二年といふ時目、は選ばれたるものが全〈

白紙の欣態からこの都市の制約と僚件と目的 lこに

も向つてなんらかの注目すべき結晶を導き出すの

におそら〈充分な時日であった。

しかしまに一方敗戦後ま ｦＺＺ 二年を経過し Ｎ ｴｾ Iこす

ぎない。自然褒生的一時的の建造物はつ〈られで

も、民の都市の姿を? 象?想させるなにものもまだ現

れではゐない。

性;mそである必要はないのである。しかし始めな

りればならぬ。

x  x  

いまヒ恒シ? に住んでゐるものにとっておそら

〈原子爆弾といふ言葉の意味するものを一日とし

て想ひ出さない日はないであムう。われわれは毎-

日のやうに その偉力と、その偉力が一つの都市に

まき起すおそるべ与悲惨について考へてゐる。

しかし都市sは生きてゐる。

カ11速度的に轄饗する世界敵勢のさ中にあって一

つの都市¢襲貌にすらおぜろ〈べき多〈の改盤が

ある。今日 ¢要求はまた新しい要求を明日に如lへ

て土地が寅られ、人が去り、建物が遁られ破壊さ

れまた建てられつ、. 絶えぎる密轄をつづけてゆ

〈のが生きてゐる都市の生態である。

やがてはこの平和な都市が、温和な風土のなか

に豊かな維につつまれてある日がくることであら

う。

'この都市に伎むものにとっても原子爆弾D 想ひ

/ : 1 . 1 を忘れるー日が訪れて〈るにちがひない。

その時きそひ立った首時の建設の日の記念とし

て、あの運命の日の記憶を新 Iこに想び起す? こめに

- Qのささやかなメモ P アムがほしい。

不幸にして今後人類がなほ幾つかの原子爆弾を

必要として、ヒロシ? と同じ惨劇が各地に< . 1)返

されるこ三はあっても、最ー初の庚喝の厳粛な較訓

は水遠に人類の記憶のなかに止めてお; <.ぺ .きもの

であらうと思ふから。 (1947. ' 11. 16)  

( 執E在者紹介 山中侠氏 IiIi 島選f言局瞥繕課長〉



大阪市の匿劃整理乞住宅問題

被戟災の各都市がそれぞれ復興を瞥々としてや

っておりますが. 現在さ' の〈らい復興しておるが

先月新聞に出まして、そのパーセシテージが奉っ

ております。それで見ますと擢災前の大瞳一割二

三分というところが普通であります。ところが大

限は一割にも浦fこない. 六大都市中一番低位であ

ります。最も成績の悪い都市になってお b ます。

この成績には関係方面でも大分東を悪{ して、も

う' 少し頑張って成績を傘げねばな・らないと思って

い主すが、なかなか計苗温 b に住宅が建ち ません白

ご鷲の通り犬腫大肢の中心部即ち船場、島の内と

いつに鹿は. 大通 bで商賓の利 〈様なとこ ろは、

ーと通り貧弱ながら，建ってお b ますが、一歩横筋

へ這入りますと、拒. l c tこる一面の草つ原でありま

すo ｾＮうして家が建 ｦ こないだろうか、これは大肢

という土地の事情によるものと思います。ぞれは

賓際に建てる力がないか£建fこぬのではな t しで

地元としては充分自カでもって復興する力を持っ

てお h ます。? こだ問題は現在の経済界 D 見透しが

つかないということが大きな原因だろうと思いま

す。従いまして、自分の持っておる土地を、他人

に変ることも嫌だいま? こ貸すこ b も嫌7巴 と に

かく建てるなら自分が建てる の ｴ ｾ ，だが同 じ建て

るなら十五年乃至二十年ぐらい使える建物。を建て

たい、パラック式の一時間に合せのものは建てた

〈ない ｫ いう心持がゐるから ｴｾ と思います。それ

でなかなか建たぬのであります。凡ら ι経済界の

見透しが一恵つきましたならば、その時はドンド

ン建って、他の都市よ b も一番よい成績を奉げる

? ゴろうと思います。なまじ中途牟端な二三年仁ら

いを何とか住んで行ころ 白というような. ほん主の

パラック式という様なも のは寧ろ建? こない方が好

いと思います。今後匡劃整理をや る場合に 非常に

それが繭いをします。現在大肢が他の主要都市に

較ぺまして成積/ J ; 悪いというのは. そんな意味合

いで寧ろ笠ましいことに思って居ります。

そこで大限は一躍さ' の〈ら い家が主主くなってヰJ

大 既 市 建 築 局 長

弁 新上

るのか、擢災前の大 l波の全人口は三百三十路あり

ました、建物は約六十四寓戸あった語であちま

寸。ぞれが空襲によって焼かれ、ますこ強制疏開 tこ

ょっr 消滅しに建物が合計三十.四高四千戸であり

ます。大種半分? め建物憾な〈なってしまっ? こ課で

あります、そうして終鞍後現在までに建てており

ますところの建物の設は二高八千戸であります。

現在人口も大盟百五十寓ぐらいになっています.

焼失前の約字分足らするであり .ます。東京は七百度

からの人口があったのが、現在五百禽＼ｾらいにな

ってお b ます.，職前の基存分以上東京へ人が集まっ

て予IEております。現在大肢は三百三十蔦の半分に

足りません. しかし前3 ように三百三十高な b四

百禽刀人が大肢に集まるということは、都市計書

上面白〈ない現象でありまして、非常に密佐の都

市になろわりであります。大医としては二百高ヤ

らいを目標として、ぞれ以上人口をふや 3 ないよ

うにしたいと思います。

女 i二大阪市ではざれくらい家を建てようとして

いるのかと L、いますと、本年度計醤といたしまし

ては、賃貸住宅つまり貸家です。それを二千三百

戸建てることにしております。ぞれから工場の寄

宿舎とか、銀筋コンクリートの燥ピルとかを改修

してアパートにする主いう改装住宅が五百戸. ぞ

れに鎖筋コンク P ートのアパートを七百戸合計三

千五百戸という ，ことになっています。これを何と

かして今年度中に建て去りればならぬということ

になっておりま ーして、目下その建設に向って遁進

しておるわけでめります、只鍛筋は資材の関係で

難しいと思います。今迄はいろいろな問題があり

まして捗々し〈行か Tよかったのであ b ますが. こ

れから少し能率があがるだろうと君、っております

先日も復興院の総裁勺お話では、金閣で大韓二十

三年度には三十王潟、 二十四年度iこは三十七高五

千. 二十五年度には四令高、二十六年度には四十

二湾、二十七年度には四十五高、J ! Pち来年度から

五. 年間 ;二約二百高戸主目標として建亡るという計
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番: e 考えておるよう? あ b ます. さらにそれから

十年聞に四百六十寓戸を建 C ることにする、 .l! Pち

来年から十五ヶ年間 ｩ こ総計・六百六十高戸ｾ建てた

いという計苗を復興院で考えているようでありま

す。もちろんそれだり建てば一躍住宅問題は解清

します、? こだぞれだけ dJ 散が、果して強完遁 b年

々建 Ｗ てられｾかぜうかＮよほさ Ｇ 馬力をかりでや ｢

ませんと難かしいと思います。既に全国で約三百

寓戸の家がな〈なっている、 k ころが人口は増え

て行きます。この人口の増加による i 必要な住宅ワコ

敏い腐朽により消滅して行〈家の散だげでも.

二十高戸は年々ふやして行かたければパランスが

とれない、 ｴｾ 台、らそれを考えますと、十五年潤に

六百六十高戸ぐらい建てなｾれば、住宅問題は解

消せぬという現肢になります。 i t 際そういう数字

に封しまして、大阪守本年度三千五百戸なぎとい

うものは、まるで焼石に水で、斯うい うような扶

態では問題にならたい。いつまで経つでも住宅問

題は解決しない、出来る ｴｾ けも ー っと多〈建てる方

策ｾ考えなげればいかぬと思います。

ところがよ t 言われることですが、大阪は果し

て復興，古来るか、関東震災後東京と積演が復興し

? このは漸 〈最近で、約二十 '手ヤらいたっておりま

す‘ あの時は東京と慣潰以外D 都市は何 iら被害 iま

たかったので、他つ都市は寧 ろ復興 ヨ〉鷹援をした

臆援をしたので早〈立直ったとい うことにな h ま

すが. それでも二十年かちかかっています. とこ

ろが現在ではそれぞれの都市が皆官災を梁ってお

り. 自力でもってそれぞれの都市い復興して行か

なければならねので、この復興 iこは泊賞年浪/ ) : か

かるという想燥がで きるのであちます。ところで

これから本書に前のような大阪にー慢な るのかぜ

うか. まあいい加減なことにな るのではないかと

心理する人もある のですが、今迄7 ) 例を見守7 も立

祇に復突しています。従来大限としては撞5子大え

に毘舞われております。大E 、昭和 iこな b まして

からは、大きな火災!こ逢ったことはありませんが

明浩 D 終 h頃まで D 約二百五十竿湖 町二、三十 4 回

色大火に見舞われております。二十一回が明治迄

で明治になってから約十白た火に見舞われており

ます。火災に k りまして殆r市 D 大半を解いてし

まったというようなことが屡身あ b ましたが. そ

の度毎・1こ却って前よ b もいい建物を造りドンドン
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復興したのであ b ます。殊に有名な妙智践は大阪

全市主殆ど丸携にしています、ぞれば享保九年の

三月二十一日のお午ごろ堀江の一角から失火しま

して、折宵の南風に煽られて北へ北へと延ぴ、そ

うして曾根崎漣りまで燃えて来fこ時分 iこ風が援ち

まして西風になりまして東へ東へと燃え、まにそ

れが天満橋近くまで行きまし? 二時ま? こ風が塑りま

して北風になって、南へ甫へと延健し、さらに東

風に襲って西ベ西へと燃えて行って. 殆' e . ' 大限の

全市がすっかり錆付てしまった のであ b ます。一

霊夜かかっ? ここの火事は、今の西m: の靭の一部を

盛 1 まして、殆5 鐘野原にした講であ b ます。こ

れは堀江お妙智t というおばあさんが症憶 をひっ〈

h返して火事を出したので、俗rこ妙智爆というて

います。大阪杢市殆ぜ丸犠になった. そういうよ

うな火事に遁つでも 、大既の人は大限を描棄せ守

して、脅々として復興に営つに のであ b ます、現

在職災で相営に瀦けではおちますが. 嘗 !寺として

は凡ら〈現在よ b も惨憎? こる感むがー居ひさ〈かつ

にろうと思います。そ・れiこ封しましでも復興を相

営頑張ってやった. ぞれ〈らいに大反というとこ

ろは復興意欲と言い ますか、頑張りが相嘗強い

荒慶 しfこ大限を棄てやして. い〈ら火災に遭って

も、ドンドン家を建てて行〈という策塊は犬医lz

ある のであります. そんな土地柄ですから今度の

場合でも、復興することに間遭うはないのであり

ます。只ある程費D 見透しが問彊で、ぞれきへつ

けぽ他1 . ) 都市より却って早〈行〈のではないかと

いうようロ考えております。

現在住宅ｾ［どうも建ち緩いＮこれにはいろいろ

危盤滞があ ります。大都市という l ものは大阪 に限

ら十六大都市法、殆 n考の八十パーセント乃至八

十五パーセントというものは借家であります。従

いましでこの l昔茨がドンドン出来ない寝 bは、な

かなか復鍵 lまft かしい。ところがこの頃のように

建在費b; 相営に掛るとい』うよう左場合には. tこと

え建てでも大喜をな家賃金取らなけれ1まならぬ ー従

って建てでもそヒに這入り乎がない. そういうこ

とも確かに原因いたしてヤりますが・大糧費材.

資金. 用地 D 三果的Z大き左陸i替になっています。

費 討D 窮屈 3 ことは常識:こなっていて. 申上げる

までもあ b ません、殊に相饗らする墨とか硝、子とか

は非常に窮屈であ b ま-t o この資材難 iこ封感して



臨時建築制限令というものが出ていますが、これ

が住宅建設にも相営プレーキを掛11でおると思う

のであちます。初めの考では、資材が非常に窮屈

な時であるので. 料理屋 k か映書館. 劇場という

ような不念なものは建てす・に、住宅の方へ資材を

廻す主 いうことが考えられたのであ b ますが. 元

k 窮居な資材であちまして、ぞれが多少廻ったに

しましても、なかなが捗々し〈目立勺! まさ? 住宅が

建た' ! t . い。ま.t=制限令が拝殿を十五坪に制限して

いるこ主が、却って住宅建設の臨各になっている

とい? 妙な結果になっています。ですから現在の

制限令を艶分援和して、衛j嘗費付以外に手持材を

ある程度認め、坪数制限ｾ撤慶すれば臨各は相営

打開出来ると思います。設を建てようという入に

は十五坪では不満がある。家族敢に合せて多少の

大ききまでは認められるとい七しましでも. ぜう

しでもぞれ ｴｾ けでは物にならない、中途半端なも

のになっておちます。坪数制。浪を撤麗しTことで現

在大した弊害はないと思います。この頃のことで

ありますから質漆なもの、大きなものを建てれば

税金をクシと取られます。だから必要最小限度の

家しか建てないから. 坪数D 方は大して心配はな

いのではないか. 三十坪の資材を以て二戸 D 一般

住宅を建てるというような勘定になるのだが、な

かたか賀状はそろはい 語、ない. 兎に角この坪数制

限というものは非常にプレーキを掛けているよう

に感巴きせられます。

。失 iこ黄金という問題であ h ますn 住宅復興勺? と

めに. いろいろの舎祉が協力しよう主いうことに

なりましでも. なかなか費金b; 思 わ じ 〈 廻 ら な

し、。それに劃しては復興金融金庫というものがあ

b まして、それが建設費の一部を金到して〈れる

というのでありますが、何分復興金融金庫では.

復興:こ闘する一切 D 金融をやるわけで、まする重要

生産工場等に重鞘を置いています。住宅建設に封

する金融7 ) 順位が低〈なっているため、限られた

金の中ではなかなかお鉢b; 廻らぬ. 結局現状にお

いては、復興金現金庫れ、うものから絶封に金融

を受 d られJないというの うZ質清であります。ぜう

しても別に金融機調を設ける必要があ b ます。例

へま住宅復興金融金庫とでもいう様なものを持つ

必要があ b ます。ぞれには住宅苛題 iこ封する輿論

を起し、住宅問題の緊念性を認識させねばなりま

せん。「部の人はやかまし t 言ってお b ますが、

食糧問題のように杢図的に大きな輿論にならな

い。食糧問題となると日々のこ主で痛切に臆える

にめ聾が大き〈なりますが. 住宅問題は同じ重要

性を持ちながちピンと来ないのです、住宅問題は

食糧がー臆落付げぽ、きつ E やかましくなって来

るt 思いますが、今では食糧がなかなかそこまで

経和されておちませんので. 一般の闘心は食糧 iご

集中されています。一日も早〈輿輸を換。包して、

住宅政策の促進を計らねばなちません。兎に角現

j伐においては住宅問題に費して、政府、民間共何

れも認識不定で関心を大して持っていないのには

困つにものです。

第三に用地の問題であります。これは現在では

資材、費金の問題以上に難し〈なりました。現在

建設が捗々し〈行かぬことは、用地が割合に乎に

入り緩いという大きな原因があります。市有地を

極度に利用してしまっむ今日、ぜうしても‘民間地

を狙わねばな h ません。而も相営な圏地を得なげ

れば、後で経皆上困ります。これがなかなか得ら

れないのです。終鞍直後には、もうこんな街に住

なのは雄だわら、畿らでもいいから金に換えよう

と言ってにものが. 終鞍後三竿絵りにな b ま し

て、大分慾がっし? で来たというのか. この頃話を

しますとなかなか折合はない、相営な値段を吹掛

ける、借地するにしまして色相蛍な地代を要求す 白

る、それでは結局賃貸住宅として成立たないこと

になちます。僅か大医で三千五百戸を建てるとい

うのに、今漸〈五六百戸しか建てて訟りません。

今日遮れておるというのは、一つは毅地難であっ

? このであります。星空地を物色しますが. なかなか

思うように乎iこ入らない、質際用地難には困りま

して. 何とか方法を講せ' なければならぬ主考えで

います。これは全理的の問題でありますのマ. 復

興院でもいろいろ研究しているようです。極{ 最

近に至りまして、瀬〈この敷地問題を付閲するよ

うた曙光が克 a て来fこようであります、 t 言いま

すのは. 現在公園強定地というものが都市計番で

指定 3 れています、公園という ，ものは、周囲に相

官家があってこそ公園 D 効用をたすのであ 。ちま

す、現在のように周囲 iこ家が建っていない紋態で

は. 公園設定地の一部を利用して、簡易な住宅を

建てるのです。これによって楠嘗の敷地を得られ
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ます O そういうように最近話し合いがつきまし

た、そうして差詰め三年ヤらいの聞の住宅建設地

としては- 1 f i l A 見透しがつきましfこ己用地の問題に

関聯して、今一つ家が建fこないという大きな原因

がゐります。それは直劃整理であ b ます。匡劃整

理の見透しがつかぬとな h ますと、住宅建設はま

た捗々 し 〈行かたいのであります。今自分が家を

建てても、果してそ の敷地が自分の物になる のか

さ' うかと ι 、う不安な気持があります。建ててすぐ

に動か 3 な〈てはな らぬということでは園ります

ので、自分め敷地というものをハツキリ直劃陸理

によって知 91こい. ますもそれまでは様子を見てい

ようと日和見的になるのです、これがまた家の建

? こない原因 D 一つになっております。

区劃整理事業は何卒ぐちいで完成するか、ここ

で大阪D 戟災地の匡寄j 整理について設明しましょ

う。大医市の戦災地の直劃整理は、質は二十一年

度から始めております O 大韓市 D全域が五千六百

高坪. そのうち職災を受けまし? こ地積が千七百寓

坪になります。この鞍災地に劃して特別都市計茜

法に依. ' i R i 劃整理をやるかけであります。大阪の

職災地千七百高坪と言 bいますと. 大控室三園の戟

災峨，7.) .約一割に嘗あ ます。この直勤j整理は、何分

3並大な地積でありますのでこれを六地直に分け ま

して. それぞれの地面に土地直割整理委員舎を設

けましに口そしてその委員合の下に、各行政直毎

に部舎を設げましTこ。これら委員合、都合は事業

施行者である市長の諮問機関になる ¢です。最初

こ;) 事業を五年間で やってし まう議定だったので

ありますが、このごろの政府の財政の都合上三年

間延びまして. 八年間に完成させることになって

おります。つまり二十一年度より二十八年度まで

事業は縫績されるこ主になる ので す。現在では戦

災地殆ぎ全部の直劃整理の設計は 出 来 て お り ょ

す。 7こ? ご臨港地直の此花、港区、大正直というよ

うな方面はまだ設計が出来ておりません。これは

港湾計帯と関聯があります ので遅れてい ます。大

阪における匡剖整理事業はいわゆ る都市計帯刀夢

になら ぬ織に 一躍D 理想は持ってお b ますが、あ

〈まで現質的で、何 もかも 不如意な現i ! ) cを充分認

識して、宜泊可能なも7 ) ( こしf こいと計識していま

す。従って部分的に見て不徹底な雄いがある所も

/ J I 来ると思いますが、現AA巳u ' を得ないことと思
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い ます。例えば相官ヰ道路針路建し? こいと考えま

しでも場合により在来の道路を生かすことになり

ます。全 〈新じ〈道路を造るとなりますと、相嘗

な費用に !なり、水道. 下水管その他地下埋設物を

全部移設改修し訟りればならない、とてもそれだ

りの費用には堪えられないという場合も起ると思

います。大医ｾ ｊＩ ｭＺ剖整理事業は大槌総額二十四億

かか ります。これに劃して八割の園庫補助があ る

わりで、殆ぜ政府の費用でこのR [ U! ' 1 ] 整理をやるわ

けであります。こんな大きな事業はたかなか計苗

通りには行かぬもので、 h か〈遅れ勝ちになるも

の? す、八年計誌が十年、十五年に延びるかも知

れません。ところが事業が長引けば、各土地所有

者の新し〈交附される 所有地の位置、地積 b; 決り

ません。J ! Dち自分の土地が何庭で何坪になるか判

らぬということになりますから、従って家が建て

られない。復興が遅れることになりますのこれは

大問題です。それで偲換地だ けは大槌図面の上で

出来ます ので 、ここ二三年の閣にしてしまいにい

と念いでい ます。 f医換地ど本換地とは大して差が

ありませんから、これで、安- 心して家が建てられる

諜です。

ご参考までに申上汐て置Jきますが、公園として

取る のはさ' の〈 らいか、金曹の千七百高坪 .7) 約一

割の百七十五高坪、これが公園になることになっ

ております。そのうち都市計茜として決定さ れま

した公闘 が百二十寓坪あります 。直! 1J整理の とぺ

ろぜころにあ b ます小きい公園 b>大限五十五; 笥坪

ばかり ｬ ｬｩＭ ｾ ｾ るわけで あ り 土すて。 とこ ろが これも Ｎ 財

政の都合上 Ｍｾｊ の公園は今 ｄ ところ取らんでも宜

しい、五パーセント 1: 1r1公園を取る、めと の汀. パ

ーセントは必要に隊じて買牧 して行こうというよ

うな心細い計置になって来ております。

共 .こm: mo整理による減歩率、J ! Dち各自の土地が

さ? れ〈らい減 るてろ うか、位置はなる ぺ〈整理前

の俵件を傘重して行きたいと思います。賢い道路

に面 Lrていたとこ ろは A 庚い道路: こ商さ せるよう

にという方針でやります。さ' れ〈らい坪肢が滅ろ

ものだろうかと言いますと、大恒三割ぐらい減り

ます。道路こし? こり公闘にしたりして減るのが三

割、つまり，百坪持っておるも のば 七十pf になりま

す。ところが臨港地区では地上げ という問題が み

りまして、大正直. 港区という方面では高潮 iこよ



る災害を防ぐ意味から、こ Ａｊ Ｇ ｾ 地上げして置きた

いという意見があって、これカ泌す否を研究してい

ます. 地上げする方が好いことは勿論なんですが

. その方法ー費用が問題むなるのです. 地上げす

るとすれば、底割整理事業と一緒にやることにな

ります。その時の臨港地直の減歩率は四割五分と

なｾ . 百坪の地所は五十五坪になります。以上の

減歩率は普通の冨劃整理より高率になっていま

す。これでは官会り減 ｨ すぎるということにｩＮｴｾま

すが、敢災地の直劃整理では- ! l J五分までは地元

の負雄、却も百坪が八十五坪にたるのは地元の負

推ですが、ぞれを越して三割となると. ぞの差一

割五分は都市計嵩の負婚として、金で精算じてそ

れぞれ地I主に交附。することになっています。

大慢以上司ヨ上げましたこどが、大阪の直劃整理の

や b方であります。二十四億の事業をやりますの

に‘ 殊に八割方政府の補助金でやるということに

なっておちますが、相蛍政府の財政の窮屈の折柄

非常にやり緩い、事業が延ぴ勝ちであります。そ

こで何虎から乎をつけるかと目下考究中であちま

すが、船場、島の内というような所は、道路のつ

り方とかプロック割が. 幾分狭かった! J 不自由さ

はありましでも、一臆出来ていますからあと廻し

にしまして. なるぺ〈在来焼ける前口、非常に道

路が複雑についておって、しかもプロック割が整

然としていなかっというところから手を着けて行

きたいと思っています。そうな b ますと外周部は

従来普通の直割整理をやった虚が多いので. 中心

部と外周部の中聞から乎をつｾることになｾ . 段

々申必部に向って行〈ことにな b ます。

大種以上の様な方針で直劃整理事業の完成に遁

進したいと考えτ ぉ b ます。( 完〉

質 疑

間道路の幅はさ・-0)< らいになりますか。

答都市計苗で道路網が決っております、区割整

理をやる場合は補助道路;こなる諜であ bます

から大鐘! ，米以上二十五米ヤらいであ，ります

まあ→番Tこ〈さん出来るのは八米乃至十二米

のところ' 1 : しよう。

間建築制現令は何時解けるのでしょ 5 。

答 これは復興院で決めるので. 今市上げました

のは、? こ 1: '侯ちの方の希墜を申上1tf ・1このです

手持資材利用の問題は. 最近復興院より各府

鯨聴へ通牒が出 fごと聞いています‘ それで現

在或る程度経和されたよラです. まr : 坪教の

制限混和の問題は、まｾま ＱＺ 先の問題であり

ます。

問臨港地帯はぜうして多いでせうか。

替相官に事業費が掛るからです、 'しかし事業費

全部を地主に負推させているわ Uまでは左〈、

金工事費の五分のーぐらいしか地主に負撞さ

せ てはおらないのでゐちます。 ぐ格〉

三 和 産 業 株 式 曾 社

大 阪 市 師八鰭 町 十 七 養 地 電 話 商 科 嘗

，袋作含量t 三 耳 目 金 網 ヱ 幾 橡 式 合 量 土

堺市北清水町一丁目十←番地

電 鐙 堺 S 9  1  9 若手

製作食品士 三 羽 織 網 株 式 合 枇

大阪市東淀川直西町玄7 ¥0 番 地

電話重量箭980番・ 946容

_  I  J l 織金綱、鍋金網. 亜鉛引金網、餓線金網、

藁 ｉｾ 甲金網、肝銅金網、プロシメ金縮、綾織
ー ｼ金網、ク習ジフ・金網、棚用車ｾｾ金網、丸裂・

曽| 菱型ワイヤ一手ス、メタルラ夫、河川護洋用

問 IC蛇 箱 入 家 庭 用 金 網

舎 勢 幹 事 合 催 穣 告

奮冬竣功せる道頓堀中座は元旦から華々し〈柿落

開演中である、大医幹事舎では二月中旬頃建物見

事友視劇舎を開催する鷺定である日時等決定共第

通知を殻する。
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ホアル・ナ ζ ワ 見 拳 記 2暴力日曾員記

9 月30日の通知が、もう一つの催の金岡進駐軍

兵舎見墜舎の都合で、間際に 29日に繰 b上げ嬰更

されt:tこ弘知らせが閉じ合つ十かぜうか案じられ

たが何しろ近頃にない豪華工事の見書H で定刻前

かち、ぽつぽつ見なれ・7こ顔、新らしい額が、そろ

って総勢 ＸＰｾ 名。

l 一雨降りそうな空模様を案じながら、見謬に先

。んじて、遺物を前に新装こらし? こ自動車廻しの前。

庭ず、大医府渉外課長尾工事係長から「ホテル」

工事由来の設明があっ七。

貿易再開を期日として、新生日本が世界に選る

1品々の「パイヤ - J ｾ商都大肢に迎へるべく、東

京名古屋京都の三使節圏「ホテルJ ｾ共に、新 ら

し〈日本貿易事業の第一番の施設として、政府に

よって、計重されに。

組工費 1憶に近いE 費を以て. 工事は復興院、

大阪府に託された. 職前奮大阪市立産院として全

国に誇つ7こ建物が. 新日本貿易の先づの根強とレ

て誕生しにものである。

復興院か 4工事蛮註がゐってから 2 ヶ月、 内外

の材料 と糖、計 5 禽 6 千名 の職工の手によって. こ

こに出来上つ? ことのお話があっ L b; 2 ヶ月でこ れ

にけの設計と施工をやったとの事にはその迅速で

而かも行届いて居る事に一驚を喫した。

続いて工事の設計監理iこ嘗られた、日本建設産

業建設部の阪永技師から設計と工事 lこついて建物

の新奮平面図を前に、細か〈詑明があ った p

大湿の建物の概要を得てから、般名づ、係の方

の先導で玄関からはいって行い

白い制服の「ドアーマンが」扉をあけて央( l . る。

食 苦主
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近代式の玄関の「トラパ F チンJ 、赤い大理石の

「ロウンヂJ 'の柱、風雅な天井燈が新らじい家具

じゅうたん、に映 えて、もう 5 ことなしに具捌の

お客人によろとばれそう、朱塗の日本式の桂も親

切な設計である。

案内所「スーぺ= ア、 ν ョツプ J ｾ見て、 「ホ

テル」と -して最大の設備、料理場Iを見る O . 最新式

の設備を誇って、衛生的、能率的、どうしても、

おrいしい御料理が出来そうだ。「エレベーター」

で四階へ昇って寝室を見る。

全部鼠式l : ' 55郊屋、各室「シャワー」があれ

浴室は共殉で各階に二個づ〉、きタば b し七?部屋

でまさf らかな重奏を結ぶ事だろう。

屋上より附近の鵠あ ｫ をへ ｲｾ τ て大阪騨高架を

走る電車の行き交ひはげしい商都のにぎはひが

眼に見へる。

近代的な食堂、 tまなやかな中に雅味のある酒場

を覗いて「カウシタ戸 J 'を越してならぷ洋酒の脱

にま識は喉を鳴らし? こ事だろう。

所々で熱心な人が大理石P 穀物、仕上から機械

なぜの事に ついて色々と係員に質問をして居るの

を見る、戦争後未だかつて 、こんな材料と施設の

建物が出来fこ事が無いので値段なぜの見嘗がつか

なかった事だらラと思ふ。

地下室の機域室を見て、職員食堂で施工者、安

藤組の御好意による茶菓に ほっとして随意解散 し

Tこ。

裏口に出れば、まだ整理中の鋒あとに、ぽつぽ

つ建てられている「バラック」を見て、数十分間

の見著書が夢の様にまぶたにのこる。

務 室



ロ ピ 田

工事管理者鞍災復興院、大阪府渉外謀工事係

設計監督者 日本建設産業株式合枇建築部

工事請負者安藤組

設 備 工 事 電 気 近畿電筑株式合枇

電話 日本電話設備株式合i仕

暖房 大和工業株式含社

換気 三機工業株式合社

給排水衛生西原衛生工業株式合批

厨房 三機工業株式合i辻

位 置 大 阪 市 北 直 扇 町75番地 ・

( 奮大限市立扇町産院〉

起 工 昭 和22芥 6 月22 日

竣 工

"  
8 月25 日

階 段 本 館 ・ 地 下1階 地 土5階

IDJ 館・地下1階 地 上1階

面 積 本 官 官 建 坪 797. 20平方米

延坪 3748. 20平方米

別館建坪 154. 70平方米

延坪 335.40平方米

構 法 鍛.iiJ j コンク) } . . . . ト遁

設 備

電集 ・電姪 ・電熱 ・電力・電気信競・

時計・電話( 手動式 3 座) ・暖房

( 員室高座ボイラー 3叢〉・換気ぐ浴

室、便所、理髪室、粍健室〉・衛生

・給排水・厨房( 電気式、五斯式、

電気 j令擁庫〉・エレ ベ戸グー・消え

設備メイルミユ F ト・グムウエター

. 反出袋置・共他
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、 自 由 岬 曜 、 " " ^ " ' ^ ' 可 申 " ， _ 吋 噌 由 州 由 付 、

建築施工技術の振興を計れ (3)

、府 ､ 、ｾ噛ＢＢ

o. 建築地工技術研究の劃象

建築物はこれを構成する悉〈の材料費材に作業

力が加へられて、始めて出来上るものである。作。

業力は作業者が器具機械を使用し、之れに勢働力

又は動カを加へることによっで成立つものであ

る。角材料費材は濁ち乎に集るも ので な し 人 が

買付け. 蓮撮して始めて一定の場所に保管される

のである。叉作業力も管理組織とその組織中の人

とによる管理の力によりて働き出すものである。

今日一建築物ぞ建設するに営りては、ー工事場外

よりも指圃きれ叉監督もせられるのである。即ち

.施主及そ の代理人 t: る設計監督者. 該工事施工者

fこる本位叉は本底、関係官公聴. . 各祖合〈開業者

及勢務、材料等ＱＩＩＮＮ其他工事｀ｴＺｾに影響を受

〈る地方人叉は地方圏種雪撃で‘ある。

更ちに建築施工技術研究の封象なる主fこる項目

を摘記すれば次の遜りである。

1. 材料費防

2. 作 業 カ

A . 器具機横設備

B. 勢働力と動力

3. 経普管理カ

A.  人事輔係

B. 経済関係

'4. 法律、規則、契約に封する権利義務等

これまで吾冨 lこ於げる施工技術力研究が、以上

の封象に到して何の程度に進んでゐるかを遜観し

よう。

建築材料に閲しては、これまで比授拘に研究せ

らρ てをる方高である，敬訪湾に建策材料武強努

力Z開設せられた鳴でも解る。然し、、米 習のそれに i

比すれば. そ の境嘆と成憾の何れ色が温か iご劣っ

てをる。吾週空〉建築;材料の向. 1: ¥こ開する欠箔は、

規俗化と標判むせられーたものが少ない満であろう
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渡 部 圭

ＮＮ，Ｎ，町、ー由同ＮＮＮＮ，Ｎ，ＮＮ担酎・ＢＧ～～Ｇ叫ｾｴｯｉｬＢｗＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ｟ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ，ＮＮＮ Ｇ ｾ幅四日町

と思ム。勿論規格化には確定じた試験方法や検定

方法を色決めてぞかねばならゆ。今日の防水剤の

如きその種類費支十種に飴るがその何れを採用する

か判定に苦しむ之とν多い。多〈は採用する人の

技術的知識による外・方法がない場合が多い。標

準化に除、始めに車純化を必要とする、今日の部

材叉は部品の種類が齢 bにも多きに過る。例へば

住宅の基本となる墨の寸法な乞が関西、関東、並

Ｑ こ中部地方等夫々異なるこどた ｾｉ ま、早念に解決

せねばならぬ問題である k 思ふ。同時に、之等の

標準化せられた部材や都品が建築材料の大部品を

占め、出来合品として常 ｬｾ 市場 ｵＺ 保有せちれてを

るようにならねばならJ ぬ。而して、これ迄のよう

に犬部分注文製造であるといふこ色が止められね

ばならぬ。更ちに材料研究に封して物足 b 芯いの

は、施工技術の方向から研究されてゐない結であ

る。例へばマクミラ y とパワーのヨンク J - f 混

和物o研究のような、凡での方向から研究きれて

ゐるものが少い。

施工用捜検韓民も次第1: 多《使用せられ、又研

究改良せら、れつ、あった、之れ等に関する著書色

特芥等色暫々見られるやうになった。然し、米圏

進駐軍の色って来てゐる土工用ヱ器棋に比較する

と、著しい!竪痛があることを鷲見した。吾冨では

今日向、地盤1 ) 突固めに胴突や蛸揚等1: 多数の人

夫を使用してゐる。人聞の努力は一馬力の十分の

ーに色足ち泣い、ぞの上疲弊もするし、食糧や保

健上の問題も考へてやらねばならぬ。然るに未? を

に英米のジョン Y : 八ラ: / " ' 1 ' 戸や潤のフロツグ' 3 '

ンパ戸のやうな器械が製作せられてゐない。鎖骨

加工に於て、罫識は非常に手聞を要するもので争

る炉、この手間を省 t ために‘ 簡寧君主器具きへも

作らうとしない。

施工作業の改善に衝する研究は、日本、人は格用

である? こめに栴常進歩 して ゐ ると考へてか、それ



等に関する文献は見嘗らf J . い。ギルプレスの煉瓦

工の動作と疲労研筑や、サツフオ戸ドトムソンの

型枠iこ閲する時間研究のような、度重告な石円買が行

lまれにといふことを聞かない。

現場管理に闘しては、各業者に於て研筑せられー

てゐるてろう。施工技術の進歩蛮撞の7こめ lこ公開

せられること望む. 米国に於るこれ等の文献は古

t から見られるが、吾国では殆んさ' 見ち ft ない の

は、此方面に闘する研究が遅れてゐるのであると

思ふ。

建築施工に闘する野務者並 iこ技術者，の 誼 倒 絡

や、教育養成、指導訓練、疲努怯復、安全衛生並

iこ厚生方建等の他工場のそれに比して遅れてゐる

ことは、建築施工技術の進歩蛮謹を遅らすもので

あると考へられる。

世間では「批健で力があるから、土木建築の現

場へでも行り」といふてをるが斯様に技符J者が‘

低〈見られでゐる航態では、施工技術の設建は六

っかしい。力仕事は凡τ 機械又は牛馬で、人は智

力的方面にのみ従事するようにならねばならぬ。

法律行政の方面に於ても、施工方面に於ては不

完全であることは凡ての認めるところである. 工

事現場の安全衛生規則等も未? ごに即行せられてゐ

ないAAi況である。請負契約並に舌鹿の曾計規則等

も著し t 封建的で、今日の民主位曾 iこは不謹賞で

あることは議論の官余地がないもので，ある。

又、工事現場に於て、主任者又は係員がそ ¢外

交的手腕に於て劣ってゐる時は、その施エ技術が

F活吉て来ない」ものである。都内にあ bて、本

祉又は下方職工の信事買を得、施主や監督者の信用

を博し、部外iこ於て、官会審並iこ同業者、地方人

等より好感ｾ得るためには現場従業員、特に主任

者の「人格」とその「外交手腕J 0.) 巧みなること

が必要である。丁度、 -一国の富強はその外交交渉

の巧みなることによ bて、一段の光彩を増すのと

同様である。ゐ予業者の経皆吉・が「現場経器の良

否はその外交の如何にあると」放言してゐるのも白

行過きではゐるがそのー商事T物語ってゐるもので

封入交渉の重要さを指摘してゐるものである。

註1. 昼の寸法はその他の部材郁品の規準とな

Iるものであるから、その地方にありではその地方

の出来品によ hて訟計せねばならぬ。徒らIこ軒高見

寸法に決定して、既に決まってをる出来合品を使

月出来なレ規格とす Z が如きは覧明' ! . J . 方法でな

い. その他¢規格決定についても同様である.

註2. こ〉でいふ外交手腕とは人を勅得せしか

ることの上手なものを言ふので、巧言令色ｾ以て

人を誕すことではない。

6. 鼓計技術と施工技術の柁蓮撒

設官1技術も施工技術も一つ (J.. 技術でめるから‘ -

f買値あるものを宜現するといふ監では同一であ

る。然し、その異る離は

( a) 設計は飽くまでも構想であるが、施工は

構想を建物に笠現することである。

( b) 設計は材料資材を集める必要はないが‘

施工は建物を構成する悉 t の材相，資材並に構築の

? こめに必要な設備を現場へ蒐集しなければなら

ｾ。

( c)  設計は主主人又は十数人の技術者にて仕上

げるこ k が出来るが、施工は技術者の外に多〈の

第務者と技能者とを集めて作業せしむるのでめる

から、これ主統卒しその協働J を必要とする。

( d)  設計は技術者か技術と第務とを提供- して

その構想を完成するのであるが、施工は技術と第

務とを指導し、管理して技能者と努務者i二完成せ

しむるのである.

( e) 設計者は直按金銭の支出すること少ない

が、錨工者は直接金銭を取扱ふことが多い。

( f ) 設計は室内で完成することが同来る、然

し、施工はJ j クj - : か街頭に出なりれが出来ないもの

である. 従ってその周圏に損害を及ぼさないよう

に、且つ常に同情と協力を得るよう iこ努力しなけ

ればならぬ。

( g) 設計は披拙用具を佼閉すること少 t ，が‘

施工に‘は多〈の機棋設備や工具、仮設物号車を佼用

しな 11ればならぬ。従ってその技術者は披械工兵

の取援や使用について知ってゐたりればならね。

( h) 設計は外部との交渉が少いが、施エは枇

曾のあらゆる商に交渉をもつものでゐる。

以上の比較i二よって、施工技術者は設計技f持者

と異つに技術者ともにたりればならぬことが理解し

得られるでめらう。

倫、設計者は設計監督をなす場合がある 。ヨえに

此等 J )技術者の業務について説明しよう@

建築訟官十の業務には、設計者の代指者 として設

27. 



計監督を現場に祇遣するのであるが、そ¢職務と

して施工技術者と異る貼は、一方は「臆替する j と

いふことであるが、他は監督する外に粧替管理す

るといふ仕事を有づ色のでゐる。例せば、監督者

はその責務の上か仏材料ならは良否、施工方法

ならば油不遁、 ・時間関係のものならば確不確を判

断してその何れかに決定すればよろしいのであ

る。然るに施工技術者は、材料に於で不良なりと

せられた場合にはその使用を禁す・ると同時に、不

合格坊を有利に鹿理する方法を講ぜねばならρ ‘

頁らに不合絡となっすご材料の楠充するために係

員又は材料商と交渉して、工事に差悶品、ない時間

内に代替品を納人せしめねばならぬ。同時に爾後一

不合格品を出させぬ所置を講せ' ねばならぬ。係員

職工等に不適任なるものを護見せ ι れば場合には

現場の損害とならぬ方法 i二て、然もその人の立ち

行〈方策を考へて庭理せねばならぬ。同時にか、

る事態を引起さぬような人物と入替なりればなら

ぬ、尚更らにか、る磨擦を? 引起さぬように、人を・

学問。して配置を替へるとか、訓練を仕直さなけれ

ばならぬ.

但し宜費計算による請負契約にあ bては、幾分

管理の鍛まで簡れねばならぬのであるから、著し

〈その趣きを異にするもので設計者も施主意の同

ーの立場に置かる h こと〉なるものである 。

7 建築施工技術者として研究

せ ね ば.U.b ぬ与問と技術

建築物は数百乃至千数百種の材料製品を蒐集し

て組合ぜるものdであも、然も、最近の最も文化的

な建物には、めらゆる文化施設を取込んでゐる.

一般住宅にしても等差総数的iこ年と共にその設備

を治加してゐる。従つτ 建築技術者の研究範囲も

年と尖に婚大して行〈のである。

ゐらゆる大建築物を施工する技術者と木謹小住

宅のみを施工する技術者とはその研究すべき範圏

も同一でない。又大舎祉の技術者にして色地位に

よってその杭究部分が具る ，ものでゐる。次1こ述ぷ

お研究項目は中以上の施工業者の技術者たるに必

須な研究項目を述べたのでゐる。又専門事校以ょ

の感校に於て施工技術者を養成するにめに、‘ 是非

とも教へられなければならぬ項目を拳げたのであ

る。

1. 建築構造、施工技術者は特に建築構造に封
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して充分な失i訟を持。てゐなりればならぬ. 訟計

闘を見ると同時に設計の要黙が何底はあるかを洞

察し得る程度でなりればならぬ、計算や主主匠に tt

して設計者のように熟練してをる必要もない、直

ちi二その主旨を諒解し、災害即ち地震、暴風、大

雨、大卒、寒暑、洪水、火災等に劃して何れの個

所が扇動であるかを見破る程の見識があって欲し

い. 叉施工上から見て何れiこ難駐があるか Y 察知

出来なりればならぬ。特に専門の施工合駐の技師

でない限 b、鎖骨、銭筋コンク] 1 '- } . . 煉瓦、石

材、木造( 革fl洋とも〉等の帯謹について知悉して

ゐりればたらぬ。特に基礎及仕上工事に劃しでは

問題の起り易しい部分であるから研究を怠つては

ならぬ。

2. 建築設備、近代の建築物にあ bては、その

設備費が、金工事費の30%乃至印% を占め、その

比重は次第に向上しつ〉めることは、吾国文化の

向揚を示すもので悦ぶべきことでゐると息ム。従

って建築設備の良否は、直ちに建築物CQ良否を示

すものとなって3! Uこ。これまで、建築設備 iド二は施

玉者が胤係せす宇、¥、特種なエ事として取扱はれて長朱依

?七こ

エ技術者が取扱 iは立なかつTにこことは寧ろ不思議なこ

とで、施主、並に業者の何れにありても利益するも

のでなし、。ー方、之 ( 1迄の施工技術者には、か〉る

技術を持ってをつにものが少なかった b いふこと

もあるがー今後の施工技術者は、設備工事tこ闘す

る技術も充分に研錯して、完全なる建築物を提供

し侍るものでなりればならね。之れまでは施工業

者の管理外にあったにめ、邪魔物観じてを - ?fここ

となぜは、即時農業せ'られな'りればなら向。又設

備工事は本工事と平行して施工せられなりれば主主

らぬものであるから、この施工方法やその工程等

が ｾ ｩ 悉して φ なりれば、本工事の工程も樹て特な

いことに怠る。、これ迄は無理に本工事の工程中

に入れて施工せしめに〉め、徒ら 1こ混笛Lと無理と

の聞に工事を進珍 なげればならなかっ? こ。位。て

完全な工事は望めなかったのぜある。

現場の技術者は専門技術者ーのような技術を持た

ないとしても、全睦を纏め上る技術は持になりれ

ばならぬ。か〉る程度の技術を持ってゐさ( すれ

ば、工事中の混筒Lを防止し、無理と無献とをな〈

することが出来る.



3. 設計と梨園. 施工技術者は諒十技術者と同

様な才能と熟練とを必要としないが、ある程度の

才能と熟練とを要するぎのである。現場に於ゐては

主として工作聞や現寸聞等であるが、仮設工事‘

厚生設備‘ 安全衛生設備等を工事施工する? こゅの

設計園は製作せられなりればならぬ。

4. 建築材料、建築材料資材に闘しでは、施工

技術者は設計技術者よりも遥かに秀れに技能を持

ってゐなげればならぬ。特に施工技術者は常に施

工上の叡酷から材料を研究してをかねばならぬ。

同時にその市場、債格、包装、輪選、格納の方面

まで研究を進めなりればならぬ。建築物は多〈の

材料を寄せ集め、組立てたものであると。云ふて差

悶べないのであるが材料のよいものを集める能力

がよい建築物を提供する能力と怠るのである。又

安い材料を貰付り得る能力が、安い建物を提供し

得る能力となり、急、速に材料を集め得れば念速に

建物を提供し得ること、なる・のである。これまで

多〈の業者が最も「力 j を入れ? こ離は質にこの

「材料を買付る」と云ふことで あっ? こ。今後に於

ても、建築工事にゐ bては材料が金木工事( 特種

工事を除いに〉費の50%- 60%を占めることから

見ても重要なものであることが解る。 .

5. 積算と見積、積算は工事の内容を分析し‘

集計することであ って、設計圃並に仕様害等によ

りて調査するのである。建築構造並{ こ施工方法に

ついてタr - 悉してをる技術者でなりれば出来なれ。

見ｬＱｾは材料や手間等の債格に精通してゐなげれば

出来7よい。特に債絡は時と場所とに注って費動す

るものであるから 断えぎる研究を要するもので

ある。見積の中には直接費と間接費とがある、直'

接費は設計園 ζ 仕犠害等によ bて見積ることが出

来るが‘ 間接費は施工計霊を完了し7こ後でなりれ

ば出来ない。克も間接費は直接費の10%内外に過

ぎないものであるから、小工事にありでは一式と

して見込む場合 もある。然い大建築物特に桜披

器具等を多〈佼用する場合には20%以土にも主る

ととがある。

積算と見積は経営政策や施工するといふ目的か

ら言ふても重要な事柄であるから d 施工技術者と

して欠〈べからぎる重要な研究題閣であ h これ

に熟達することは施工扶術者fこるの費絡を得るこ

とでゐる。 -

大なる施工業者にあ bては、凡ての業務が分業

化せられてを h 積算 k 見積0 : ぅ専門技術者を配じ

てゐる。然し現場に於て工事- に着手せん主する時

に、必ち令再調査を eする必要が生やるものであ

る。再調在iこよってその係員がそのとE事の内容を

知悉し、詳細なる作業方法を決定し職工人夫を指

揮監替し、管理を間違な t 持積して行けるもので

ある 。

6. 工事質施方法、施工技術者を.特色づりるも

のであ って、さえに述ふる 7.8.9. の諸項目と共に‘

施工技術者の表看板であるところの必須な研究科

目である。前節に配越し? こ施工技術は準備計費一

建設ー後始末までの期間に於る作業の標準‘ 即ち

施工定石の研究でめる。こ a研ヲEを積み、その監

督経瞥 iこ熟練し、そじた「コツ」を慢得してこそ、始

めて施工技術者? こることを得るものである。

この研究は工事用の機械器具と同時に研筑せら

るべきものであるが便宜上切放した。その内容の

重なるものは 、エ程の作製古仮設設備、作業用機

拙設備の配置、安全衛生設備、執務設備、動力賠

燈設備、通信及命令体連方式、厚生設備、交通運

輸設備、その他各作業方法の主事中 lこ詮行上必要

と強想せらる〉一切の設備とそめ起用方法を研究

するものである. 勿論、設備といふ iまさ. のもので

な t 、簡単なる道具を用ひて作業せじなることを

も含む。約言すれは、工事施工上の作業全部に亙

る研究を意味する。

7. 工事用の器具機械、( 各種動力共〉近代の建

築工事の施工は披披設備の良否によづて定まると

稿しでも、決して過言でない。施工用器具機械の

研究とその改良又は護明は、施工技術者と躍進せし

むるに‘ 最もカあることは厳に知られT ゐること

で、葱に冗言を述ぷる必要はないのである. 米園

に於る今日の施工技術の蛮建は、主としてその器

具機棋の優秀なる. ことに原因することは、上の事

3まを物語ってをる 。然るに吾閣に於ては挫械工業

が進歩蛮建じてゐなかづ? こ故もあろうが、建築技

術者がその施工手段である器具機械の研究を怠っ

てをとった賄もあると，思ふ。今後の施工技術者は施

工用器 具機械 ｉｾ つ いて充分に研究すると同時に‘

更らにその改良主計る王同時に有利な器誠の考案

又は護明もし友りればならぬ。

8. 現場管理、管理さるべき封象は材料、器械
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動力、努務、合計、記録、報告等で、 ー現場に於る

ー却の事項を、経務的方面から事務的管理をなす

のである。生盟的な管理組織とその建替方法各課

の管理方式より各託銀や停票警報告、指示、命令

等に至るまで、最も合理的tこ、然も能王手前に進捗

し得る方法と運用とを研究するのである。誌算統

制、標準原償、人事官L制、作家統制、材料続制‘

業務統制、$ ia 省航制等の方法は、これまでも研究

せらf L てをつ t:. 重要な題目であっ? こ。

9. 人間工撃又は能率率、技術は工業や管理の

問題を深 t 研究し? ことしても ι 倫最後には人の問

題点' 残る。この項め目的は施工技術為A 又は技能者

としての自分及び同一場所に働 t ものを立紙な施

工者に完成せしむること、即ち凡ての従業員をし

て最大級の能率を毒薬げ得。る 人物となすこと俗研究

である. 勿論、前越の施工法又は現場管理等に於

て、人の問題 も取上げられねばならぬが、その項

にτ は取恕れなかっT二、もっと基本的な問題を研

究するのでめる。例へば油性ω研究と検査、個人

差、動作と波野0':' .研究、健康と能率、特科的態度

能率、還境と能率等でめる。

備人を詑t 法即ち外交術の問題ちこめ項に研究

すべきである。多 ｴ 人に協力せしｾて｛駒」を仕

上ぐるには「人を訓へる」又は「人を設 u こと

の技術が、技術的安J . I 識及ひ技術的要事紘よ同じ程度ー

に重要なものである。之れiこ闘して F チヤード Y

ンは、この「る」要素を備ふる色のでなりれば、

多 t の人を取扱ふ技術者又は技能者たる資絡はな

いものでめると極言してゐる。人主詑 t 衡の巧み

なものは、一般i二外交よ子な人といふてをる。こ

の外交の巧みさか施ム技術者として 1必妥なことは

前簡にも述べに諮りでめる.

10. 建築]}. . 施よiよい闘する法律と規刷並 iこ契約方

法。建築物法、建築物施工の場合0.... 建 築安金衛生

規則等は之れまでにも研究 8 れに主ころでゐるが

更らに持働法その他一部の匙築施工 t二闘する法律

規制を研究して、 3をら iこ現代に趨じ? こよい法律と

すると同時に、施工念ι に於て陣答主生ぜしめな

いよ ，うにするにめの研究である。

請負契約、材料手闘の貰買契約にしてト頁ら

によ〈研究して、封建的な片務契約を慶棄して更

らに現代に j直せる契約方法を護見しなげればなら

ｾＮ＠
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&! [ に建パ? こ諮り、技q{t; は熱鯨が件はなりればな

らぬ。特に製圏、差益算 k 見積、工事責施方法、施

工用意主桜器具毒事はそ¢甑霊をも必要とするもので

める。その中で毛施工計劃、抵紙器具¢取扱方、

電力の取扱方、拠量器肱¢取扱方、l ! Pも測量技術

I は宜地に冒1
1
鯨 する必要のあるものである。

ζ れまで各辱校℃護士へられて来七建築歴史等は

役に主? こぬものではないが、他 (J"項目のような必

須なる研賞項目ではない。

曇能方面じむ免職も 1必要? ゴカご、業率についてー遜

ちを身長ん ｔ ご上に、多 ｴ の建築美総品ｾ白がら感び

とった方が有効であると足、ふ。

以上¢簡項目を研究するには、その基礎である

科書昼、工&を署長はなりればたらぬ。最高島、I j > y，理化

率、思惑、協l f ' d . 局長、経銃撃、心珪率、社告書』等は

そ¢基本となる科書長でめる。; え筈科事、象象高島‘

材料力事、也事、地負工事、鉱柱軌拳、生動t署長‘

電気工高島、主& 核運昼、衛生昼、民梨県、金計局長、経

営絵柄棒、まま亀裂ト、倫王監昌弘、数育Z号L告をは直接1:' 蹴係

ゐる尋問で、全部でな t ともそ め一部は高島修して

をかねばならぬ。之等ル科拳や工患者をの中 古ら必

要I J . 部分注高島修しそ¢助りを借 bτ i- I究すれば‘

施工技術¢エ& 的又は管珪率的方鼠は込僻せ 4れ

夏らに進歩するのである。

現場従業員の悉〈が以上(j_ 項目を身長修しなりれ

ばならねとは限らぬ。技能者却も職工なさ' は、そ

の幕門とする技術的失i識と熱紙とをもってをれば

よろしい、その栓話役にあ Ｙ ＱＺは夏らに部下 ｏ ｾ 職

工を鼠制し、指%; 管注する能力かな りればならぬ

特i二人を自11へる紡又は人を説{ ｾｌｊ ー が肝要で ｩ ゐる。

現易係員は昆らに各民の鎗嘗すゐ技ｾＮｪｬＮ Ｎ￡ 句免震誌と

索i鯨とか必裂でめる. が、手工的発、紙は恥エ tこ劣

づてゐて 、も道主主主い. 然し説宅島現管珪と弦3花見積

b等にはAみれてゐなりればならぬ. 現場主任又は

そ0) 代事者となるべき者ば、以上の項目について

悉 { 0) 匁訟を有し、且つ能力化せられてゐなりれ

ば、そ￠眠、 ｅ 告を呆し符なレのでめろ。 ｾｊ 論、大合

意士の大工事現場と小倉祉の工事現楊との主任者 t

iこはその研究しなりればならねところに議淡はあ

る。専門感絞又は大接出にして、現場主任即ち施

工技術者をこ志すものは、以上の凡てをと息修しなげ

ればならぬと思ふ。



8. 結

..zヨ.

霞

再良- 繰返して言八ば、施工技術にはこれまで研

筑せられた建築工撃は勿論、その外tこも是非とも

研筑しなりればならお室長多の署長問と免職とを i必要

とする。ｾ ｾ もそＨｊＮ｟技術￠主主成には、特種な性能と

熟練ＱＺｾ必要とするものである。

W. 上に述べ? こところにより、施工技術は訟計技

術と異つ? こ吏らに官会分のI i 臓と技術とか必要とす

るものであることが餅し得られたこと、思ム。然

るiこ現在0.... 此程0':' 事校叉は数百桜蹴 iこあ bては此

等¢臨まで宥へ且C 研究して、吾図¢建築施工技

術者並ド技能者を私育し主成 V[ ゐるとは息はれ

ない。叉施こE業者とその下請謀者. 1: Iこ謝しても‘

その蛮展」二主要なと事長題であると足、ふか、果しτ

志能的にそ ι 祉員叉はそ¢技官E者を蚤威し且ラ訓

練してをるか＿、多 ｵ 立自 ｾｮＺＮ 放任してをち、唯

Ｗ ピＺｉｬＱ Ｑ 蕗 ｊｾ 有能 Ｑｊ 技働者 ωｉ ｩＮｾを英 Ｉ Ｎ待してをるのみ

でゐる。舶来吾底の是築工苓i は5次第に多〈な l こ

そすれ決し1 齢 t なることはな L、o i ; ; 論一時c: 消

長はある? ごろ Iうが、このま、 lこ表迭する ものとは

足、へない。もし少 t なっ? ことしてもその技術が優

秀でありさ A すれば外国に験出することも可能で

ある。

ナポレオンじよ言。7こ蕗 9 r膨釆Lは常 iこj強者 tこ味

方する」と、又「晶、制弘常 iこ文化と荻緋J の水誇が

高いもの 〉方に ゐる」と b こ0) 言主主を借 b るまで

もなしこのことは子第!医家間 i二於る産業φ主義争

場栓にもあてはまるものでゐる。

吾国 ｏＮＮＮＮｾ 草門数百 ｲｫ 係者ょ、又施工業者ょ。その

技術水呼［を高めゐこと ｉｾ 協力せよ。忍 ｌ 在の弘行的

' t J . 数育制度をd 是iヒしてお乙徐J のとれ? こ匙築技術の設

展を計れ。現在ι 建築科の& 払訟育 tユ誌量i技術者

のTこめのものでめる . 全鼠tこ於る足払技術者ー¢約

等教又は予告負; は施工技術者であらおばならぬ。 4佐

つ丈現在建築手; ; . の y.. 又は7.J ! j 施工技術者の? こめの

ものとせねばならぬ。

施工謀者事技術の向上の? こめ i二、。意識的にその

動員を敬育し、自1; 練しなりればたらぬ。

国家の省局者ーも此事貨をと霊視して、念誌に改革

する必要ゐると思ふ。

世の有識者並官二研究家も更らに建築技術の向上

護展のTこめこの裁に留意して協力せられんことを

望む。( 完結〉

: カ京都 支 部 便 り *

地 震 議 演 舎

10月24日午後 2 時より京者l市長命館 5 陪講堂に

於て地盤講演食? と医催、京大王霊感説教・長佐A 博 士

同工署長部毅ｾ板橋博士を煩はし地震 ｴ 建築につい

て詩績をして頂いTこ。賞日は合員並びに一'般市民

二百数寸名来覇基鷲i期以上¢盛舎であづ? こ。

詩積要旨「地震は何時匙るか」 佐々博士

北震は何時起るか制らない。叉地震は如何にし

て起るかもはっきりは判らない. しかし地震のエ

ネルギーカ '地牛に蓄積されて、地穀を破る極限に

態しTこかさ' うかを関べることは比来るのである。

我々は地震の繰返し棋によっτ地震カ何時、何

鹿に起るカを大也知ることが出来る。

京都陀近に於ては池去に於て、 24国¢地震が約

百年毎に起って居ド前回のは、安政元年である

から、それから約百年を経Tこ今日地盤が近づいて

あることを知る。京都附近の地穀の上下、水平移

動を調べれば、 10
U

エルグル地震エネルギ
F

が 蓄

積されて居れこのエネルギ戸は南海地震の十分

のー i
こ相官すム。現在に於ては何日何時に地震が

起ゐとは鷺台出来
7よいが、しかし地盤が近づい? こ

ことを知 b
又その地主の強き 、高直接凪積の大小、

地盤の強弱等を知れそれに劃して是築的布t強を

することによ b
被害を最小限にすることが出来る

「最近の耐震構治」
棚 橋 博 士

地震に闘してはJ
我々是築家は建物吋世的にす

ることが第一の依件でのる。

建
%J のお鑑を耐震的にすることによれ震筈を

皆無 iこすることも不可能ではないo 現在の税定で

は地震の水子力1. 謹度は建物め重さのー劃見でゐる

が、宜際の地震のか速度はこれよ h も大きい。し

かし計算に蛍つ ｴ 許主主 ＿ 強度 ｾＳ 倍にしてゐ ･ 故に、

一割でも安全であるが、計算ーを合理的にするにめ

には、 7J¥千加速度を 2 割にし、材料の許可与強度を

2 倍にとらな りればなら詳し、。今迄に起。T二地調

のカ1:速度、週期、ー震幅完与を昆ゐしカi;海度は地震

の徐容の製紫ではない地面 iこ釘す、起物0.... 遮 度

の二乗が大きな裂素である。更に博士は地盤必週

期と建物の振動じじ週期の蹴係、又耐震の材料梼誼

等 i三ついて少し ι〈専問的であつにが我々建築家 t二

有益なお話であっ? こ。
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私は、この夏休みに、西洋史、東洋史を遁識し

て、その聞に盛衰はあってもピあ t まで生きぬ〈

雑草的民族ユダヤ民族、漢民族に多大の敬意を表

したのである' 0

敗戟日本民族の生きる道、それは植物に於τ は

雑草、魚に於てはフグの如し繁精し、生きぬき

美しい花は咲かす Ｎｴ ト形はみにｾ ( 色・ t l こか

〈石にかぢりついても生きぬ〈道の外に. とるべ

き道はないのではなからうかt 思ム。

( 昭和22年10用22日)

草雑

洋風住宅につきものである庭鹿に植える芝生は

極めて強い草のゃうであるが、その賓際は極めて

弱いものである。芝生は断えさ. る雑草除去、夏期

三回にわ Tこる刈込みをしなげれば満足に繁茂でき

Ｑｾ い、極めて弱い草である。寺田寅彦氏の随筆に

芝生刈 hのことを書いた一文がある。氏が自らこ

の芝生を刈らんとして鎌. 鋲等の購入から、少し

刈りかけて少し休み、漸〈にしてはたした不満足

な芝生刈りの様子がデ Pケートな筆で書き表はさ

れてゐ? こ。私はこの一文を讃んでから寅彦氏の随

筆の債値を極めて低〈しか見ないやうになった。

私の欲するのはこのやうな集の弱々しいものでな

い。私も芝生メH の鋲を百貨庖に・買ひに行って、 ，

何かの間違ひで、百貨f占の大きな対i形の電燈の笠

を大音響と共に プチこはしたが百貨底のJj5員をし

かりとばして、庖員にあやまらして悠々と引上げ

に経験がゐるので、寅彦氏の紳経のあま b に織弱

なるにあきたらぬやうになったのである。

自家茶閤. 自家庭園の手入によって雑草の如何

に力強いものでゐるかじ驚 t と共に、私は雑草の

如〈生き按かんの人生観を得? ニ。

如何に日で hが績かうが、土壌のない所であら

うが. 屋線瓦の上であらうが. 石炭の積んt: 上で

あらラが、生きぬき 1置をむすぶのが雑事である。

rPg谷怪談」の伊右衛門は「首がとんでも動いて

見せるは」といふが. 私が文壊から製ぽんとする

σ，はこの意気である。岩野泡鳴の文感、武者小路

質篤の文皐. 片上伸之ノヌ; 接. = イチエの文撃とも

にこの意集に燃えてゐる。

現代のサ代の人々は現質逃避の? こめか、哲撃に

ょする関心は甚だ深いもか ib る。然し現質逃避の

哲患なぜ私には何等の慣値もなし、。叢遇を苦にし

て死んだ有島武郎よりも 、同様の事件 lご出合はし

てもより固々し〈生きて、警にしても醤にしても

無類の低能力しか興ヘられ主主かったやうな武者小

路氏が、書に於て、積に於て今の境地に達したそ

の意気のカは私に毅へる所多大である占

二十になるかならぬに自殺した一高生 20歳D

エチウドとかいふ本を愛讃する青年もあるが、こ

んな本に何の慣値があるか。

吉甚口堀

4 ・・・4・ー

0 通 俗 講 演 曾

十月廿八日午後二時

大阪中ノ島朝日新聞社四階講堂

一、大阪'市め直劃整理と位宅問題

大医帽建築局長井上新二氏

二、近畿地方に地震はいつ起るか

京 大 毅 授 理 博 佐 々 憲 三 氏

前日の雨にぜうかと危ぶまれた嘗日は、カラリー

t 晴れ? こ好天気でー襲来も坐T f 6 1こ溢れる位、約五

百.と算せられた o. 雨講演共に何れも刻下の大限市a

民の身謹近〈感せ' られる重要問題に閲して、平易

に且つ懇切に解設せられたので、聴衆の稗益する

所大であったと思ふ。就中佐々氏の御研究tこ依れ

ば. 近畿地方の地盤の収縮は近来大いに進み大地

震の速からさ「る事を暗示する E云ふ。市民色建築

家も批際地震の被害民最小限度に止める方策に就

いで、今から用意するこ kω 肝要なることを痛切

に感じ 芯せ?こ。

本講積の内本は紙面の都合上手突の機舎に掲載す

る。本合技術館合合務幹事合主官1 D

時

所

題

日

場

演

・
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厄三百E f t d)

事術的でもあ b叉見事として興味の充分ある場

所をと舎勢幹事の方では斡事長始め委員の者が鳩

首相談して、まとめて催しに見事舎が合員諸氏の.

想ひにびっ? ニ 9. e 出合って叉何の手違ひも売〈見

撃が満是に憐ん Ｑｾ 時 ｬ まさお「互に集持の良い事はな

いが是が中々そううま( 問屋が許しては呉れす、

いつ も不行届勝、ちにaる事は前以てお断りもして

置かなりればならぬ。叉委員の者等も相官の苦心

をして居る事はお含み置き願い? こい のである。

扱過ぐる六月一日には大和西大寺の寺門を叩い

て天干の菅に遡って此寺を仔細に見穆をし? こ。百

大寺に集合し? このが午前十一時頃合員 の諸氏g っ

と八九十名であっ? こ. 西大寺ば平城京の右京一保

三四坊iこ寺域を持った大寺で、東大寺に封抗して

西大寺と呼ん Ｂｾｉ こ相違 Ｗ よい天平紳謹元年 ｴ ミ繭徳

天皇の御建立になっTこものである。千百五六十年

の昔にあ b し商影を残せる古圃に依れば七堂伽藍

の制に遣はぬ完備せる堂悉〈焼亡し今は見るよす

がもな〈なつ? こが、それでも鎌倉時代に叡律上人

民言律宗会唱道するに至って葱に其本擦を構へ寺

門鶏に再ぴ奥隆するに至つに。市して堂塔伽藍も

略回復せるも文範二年に再度の火災に其太字を烏

有に闘し現在の本堂〈金堂〉は賀暦四年に建られ

にものである。鎌倉時代の ものを追想すぺ〈現在

残る塔の基壇に依り共首時の本観を想ふよりすぺ

はないのである。情山内を充分見皐して後傍像賀

物什器の数々を寺備の懇篤なる説明で奔観し重の

食事を康問でしながら互1こ胸襟を聞いて歓談 iこE

午を過し? こ。

倫此寺 iこ珍らしい評世絵の組鳥居清信肉筆の大

繍馬〔貿麿四年〕が秘蔵せられて居るのを特に見

せて貰つ? こ。此鰭馬が芝居緒として清信に普かれ

英首時此草深い西大寺に納められ? こに就て日歌舞

伎方面として函- 白い話もあるが紙面の都合で割愛

することにする. 而して見事諸氏は総馬も見られ

にし設明も関心て居られ? こ。午後一時過山門をと出

で大和平野の細い小道を右に左に大和棟の農家の

白壁を眺めっ、遠 t ‘は春日若草の山々を指呼の聞

に望みつ、菅原道質にゆか‘りある菅原の里に喜光

岩 佐 信 也 記

寺へと着い? こ、 〈此間五六町〉。菰は本堂一つ野

中にぽつりと唯ー棟建って居て、寺の境界も土塀も

ない、不足、儀t ; . 孤濁な寺で、正し〈は清涼向歓喜

光寺と精し行基菩薩の創建 iこか〉ち寺域も共嘗時

は平城京三僚の三四坊に跨 b伯! 藍の配置も完備し

て居? こが今は金堂のみ淋しいありし其日を夢み

て居る、土地の人達は此堂は東大寺大悌殿創建昔

時共模型 iご試作しにもの? ごとの停設であるが、ぜ

んた乙とか、此金堂は桂内質坪数よ b軒の出の面

積の方が多〈ム居四手先組物に依て軒ｾ支へ二重

支輪からなる据りの良い建物である. 永ら〈荒慶

に蹄して居? とが十年程以前奈良牒砲事訴の乎に依

って修理されfこ。御本傘は摘陀三傘で中. - 掘が

園賓 となって居る。見署長が一通慎二むと叉東へ野中

を長蛇の列を作って近畿日本鎮道尼辻停車場へと

目指し郡山醇迄乗車して嘗柳穫の掠士下郡山町在赤

膚援寵元尾西築費氏竃場を見事。赤膚焼由来の説

明工程の順序を委細に開て後は合員- 各自の隠し欝

になる筆を撮って素拶皿茶碗なさ'1こ魯苗のま平高.

陶味に浸りま主を出て見事舎は解散され花時iこ午後

四時であっ? こ。此赤麿躍に就て由来を簡単に設明

して置きたい。

此寵は天正の頃大和大納言秀長の時に郡山 1- 足

掻常滑の陶工奥九郎と云ふAが招かれ始めて赤f書

接が始められにと云ふ共後ー時中絶し正保の頃京

の名工仁清に依 b再奥、殊に茶道の大家小堀遠州

の妻子lこ依り遠州七窯のーと稿せられるに至つ? こが

叉衰へ享和の頃1:' 郡山披主御棒尭山に依て復興せ

られ天保の演大和小泉の人で郡山の町に位‘ んで居

? こ資産家¢陶器に趣味を持つ? こ柏屋武兵衛と云ふ

茶人が道柴の上で還に名陶工と云われ天才を蛮揮

して柏屋から木白と載し赤廓践をして今日あらし

め? このである。今日木自作とて斯道に珍重せられ

て居る。今回の見事は天平鎌倉時¢遺構の見感名

陶工の流れを汲む陶工¢仕事場に趣味の都基. こ今

日を迭.< つ? このであった。: 倫見書喜諸氏の焼物は七

月下句作者に手渡し見事の思ひ出を深からしめ

?こ。 (22. 8  20言己〉
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A 構 造 計 霊

「新都市計霊」武居高四郎1等士箸

秋問屋蛮行 1∞闘

土木工墜を主瞳 とせる都市計霊

仁絶極猷態におｾる不静定架構」欄橋諒博

士

「鑓断面懸垂鵠形アーチの挫屈J 坪井善勝

此の患の最も新しい方向を興へる研究

r Mewbr ane と無限に自の細い Truse e  

の相似にづいてJ 横尾義貫

以上の三編は「建設工墜J 第 1競執筆

「組立鍛筋コンク1 } - ト住宅」回避泰博士

新建築22審第5琉

「地震の問主地震小屋」藤原義一博士

建築と文化第13競

彦綾城内楽々園地震の間

I についてその構造研究

「鋼絃ヨンク1 } - r J

横 尾 義 貫 扇 岡 信

「日本建築史麿設」太問博太郎著

彰園江重芸術交庫 40園

復原されに古建築について各時代の建築を

特 1: 宗毅の費還と共に辿ぺTこ好著

「日本古建築薗録」土巻藤原義一博士著

星野害庖 多数の闘鎌により主要な古建築

の個々に就いて正しい考曹を以て解説せり

「朝鮮悌較美術考」蔚藤忠著賀雲舎建行

180園

三園時代以降の朝鮮の悌像、 土佐婆、瓦磯

伽藍配置等t : 多〈の資料よち述べ上代の

臼鮮関係を示す高著

「法起寺瓦法輪寺三重塔に関する復原考」

浅野清・各部材技法の研究主歴史考古事

的考詮の結末によ h慣軍な複

原を考捺してゐる

建築史論叢高桐書院 85囲

猶建築史論叢には「奈良時代

に於砂る黒木造J 関野克博士

建築察研究136- 139 !  ;:1  Ｍ～ゐ ｾＴ
「慶長建替の紫崖殿仁和寺金堂

の研究J 藤原義一博士
B 建 築 史

，36 

「茶室如庵と大阪銭山里J

棲井成虞

建 築 と 文 化 第14競

「法隆寺金堂天井板の落

書」石田茂作博士

美 術 及 工 事 第4競

落書の天平性を論争

「日本大工技術の護達史」

閲 野 克 工 事 建 築 雑 誌 734説

「働海の瓦」三上衣男

座右貿 10. 11鵠 12鵠

「琴平の金丸座」飯塚友一郎飯塚五郎戴

建築と文化 l 第12競

現存最古〈江戸末期〉の劇場建築の興味

ある紹介

「飛鳥の古都」北畠康江著河原書庖蛮行

50園

飛鳥地方の寺跡を中心 lこ正しい歴史考詮

を1' 1へるもの

F池の文化J 末永雅雄著 :創元枇護行 37囲

古代よりの池に闘する文献立立ぴに考古事

的な考察

「北平妙R草寺ラマ塔の創建年

代」村岡治郎博士等の含蓄あ

る論文八踊掲載されてゐる

「卒披京羅城門について J J II 勝

政太郎 史速と美術 178 競羅

按門の創建よち壊畿道

「平城京の京程色道路の丈夫に就いてJ

史遮と美術 179説 大 井 重 二 郎

「朝鮮時代 刀伽藍配置制について J

杉山信三史越と美術 180披

「オルプ P ヒとホフマンとグアジ ド・グエ

ルト J 吉田寅之助建築皐研究 138説

Sezessi on 運動の三E 頭の生涯と作品 の

紹介

一舎員諸氏よち海外文献の目録を紹介してほしい

との希望が多数ありま したがこれはすをに 鞍災復

興院技術研究所及び海外文献集録委員合の提供に

より東京日比谷の c. L  E . 固書館の近着の主要文

献を逐失建築雑誌第花8抗以降に掲載されてゐる

ので重復をきりで本誌には掲載しない事に致しま

す御諒承アさい.



。雑誌に劃する合員の希望 ぐ返信五O 遜〉

( A )  乞んな表紙を笠t J か?

一. 紙質ノ向上( 厚手〉ヲ希墜スルモ J

一、色調ノ費更ヲ希望スルモノ

(1) 黒一色ノ方ヲ希望スルモノ

( 2) 現在ノモノョ P淡白化ヲ希望久ルモノ

( 3) 一般社合= 呼ピカケルモノトシテ

柔ク整頓シグ園祭

明朗デ抵手ナモノ( スケヌチ風)

@清新= シテカアルモ Y

一. 時々趣向ヲ饗ヘヨ 一、現在ノマ、デ良シ

( B)  今迄のもので存績し? こ L、記事?

文献目録

作品紹介〈合員作品トシナイデ〉

武田氏 CR:S. SASSON) の経替する家族

向アパート〉

岩原氏ノ記事( 長する制限的小住宅〉好評

英語癖長年

ザロン( 記高ノ選揮ガ必要〉

巻頭言

合員相互欄

合員異動

(C)  必要なじ k 思ばれる記事?

一、無シ

一、協合調ノモノ

合員相互欄 人物論

編集後記

役員氏名等ノ;報告文

( 記鋭的なものはめっき b と〉

一、官会 Hノj、難シ，イ; 専門的ナ記事

長論文的司事

一、大衆向ノモノ

世間的有名不/ 王子凡ナ俗ツボイ記事

一人ヨカ P デ

技術的ニモ文態的= モ憤f直ナキモノ

一、サロン一一一

俳句等建築= 閥係薄キ随筆

( D)  新Tこに是非載せたいと思はれる記事?

一. 海外建築情勢

鞍後ノ外圏住宅政策、都市計霊様式

建築文献ノ詳細 (C. I. E 厨書館ノ近着雑誌

カラ)

- 、下住宅」問題= 毎月重詰ヲ首ケ

( a ) 住宅問題、都市問題= 闘スル各般ノ

意見

( b ) 竣工、施工中ノ復興新建築ノ質例ヲ

紹介セヨ

ー、施工費材= 重黙ヲ置ケ

ぐa ) 材料債格表〈毎丹記載〉

査定規準債格

各材料業者ノ単憤表

Cb) 各種建材ノ紹介

庚台面ノ j建材= ツキ質際ノ効用、性

質、債格、使用後ノ意見ヲ質際的=

記事= セヨ

( c ) メーカノ住所

一、建築行政欄ヲモウケ新公布ノ法規ヲ紹介セ

ヨ

技術的ナモノヲ望ム、高級建築技術上ノ研

究護表

一、質際的= 設計. 積算、施工= 役立ツ参考費

料

力事的J計算表

積 算 表

新構造計算法等ノ技術的研究〈特= 宜施セ

ルモノ)

一、. 設計ャ施工ノ失敗談叉ハ自慢話

一、各研究所= 於ケル研究= ユース

一. 美術方面、古建築行脚等記事ヲ池田谷氏= 、

岩佐氏ノ記事ノ様ナモノヲ 。

一、方面ノ遺ツグ人々ノ建築主封スル話ヤ記事

一. 地方合員協合ノ; 動キイ紹介ヲ希望

一、見事記毛随筆的. = . ( 事掛句デナク〉

( E)  ぞのほがぶついての希望?

一. 毎月霊行希望. ( 寅数少クテモヨシ) 2 ヶ月

一四位

一、記事グイクツ. ユ F モラスな漫茜位挿入ヲ

希望スル

一、‘ 劃帯ヲ枇舎人エオキ撞裁ノ内容、文盟奮態

ヲ股セヨ「建築と文化」誌ノ; 新鮮味ヲカHヘヨ

一、庖頭進出〈協合ノ.事業等ノ普及〉

一、技術家ノ向上ヲ目標トシ率術的ナ雑誌 ，トシ

グイ

ー. 新材料ノ紹介新謬説、新技術ノ解説( 論

文ヨリモ〉

3'1 



時

所

主ゴ乞盆ー丘2 i

9月11回午後2時一4時

児島邸本合分室

出席者 竹腰、銭高正割合長. 抹尾監事、器海、

尾崎. 木村、鴻池、京畑も長尾. 張中.

岩尾. 按ロ. 中野各常務

議 事

1. 兵庫支部設置中出の件

2. 名春正倉員逝会の件

3. 役員、職員旋費規程其他改正の件

4. 合員詮街

報 告

1. 8月分合計報告

常 務 脅 C害容12@1ヲ

時 10月9，弓午後2
1
孝一3時

所 児島邸本合守宅

出席者竹腰、中西京高IJ 合 長 、 志 垣 . 藤 末 、 砦

議 事

尾、大林、佐竹. 藤眠、竹中. 中野. 西

山各常 務

1. 監察、常務鱒任の件

2. 22年度i穂常線合開催' T ) 伴

3. 4有鰭調製・こ閣し指名合員破扱の件

4. 維持含貰募集拾に食費徴牧の件

5. 合誌- l { z ' こ新聞紙とのタイアップの件

・6. 合員詮衡

報 告

1. 合勢問題経滑報今

2. 定ＧￆｉＺ改正啄 ｲｭｾ ぢ遁章表今

3. 講演舎、 見集合経過報告

4. 9月分合計報今

常 務 舎 ゆ13即

時 11月7日午後2時一4時

所 児島郡友合分室

出席者竹腰. 銭寄、中西1 E 国j含 長 . 潰 海 、 尾

崎. 木村、東t問、藤木・薮中、岩尾、菅

谷、中野各常務

議 事

1. 改" F : 慢款並に細則再検討の件

2. 評議員令並1こ通常穂合開催の件

3. 役員宅奉延期乃件

4. 昭和23竿慶吹支議算の件

5. 建築℃業誹司祉とタイアップの件

6.  建 築 k 吐合に開す .'件

7. 合勢斡考委理の件

8. 倉員詮街

報 告

1. 電靖主主本料令値上げの件

2. 編集室幸司辞職世に事務局託採用の件

3. : 合勢斡怒合報官

4. 10月分含計報告.

常 務 舎 ゆ14問〉

時 ロ月11日午後2時一3時

38 

所 児島邸本会分室

出席者 t中西割合長、妹尾監務. 海海，尾崎v 木

村. 須賀、藤木、難中. 岩尾・佐竹各常務

議 事

1. 評議員合開催に闘する件

2. 入合金賞施期日の件・

3. 借室料値上ゅの件

4. 一月初回に関する件

5. 職員袷奥に関す る干1:

6. 命員詮衡

報 告

1. 支部に関す る件

2. 定款認可に闘す と件

3. 平和博覧舎賛助φ件

4. 11月分合計報告

静 議 員 舎 得 3 回〉

時 11月20日午後l 時 一6時

所 朝日ピル四階

出 席 者 湾 海 治 平 氏 外52名〈委任月比共)

議 事

1. 史教並に細則改正の件

2. 佼員、選事延期の件

3. 建築工業新聞社とグイアップの件

4. 建築と位台設刊 iと関する件

5. 昭和23年度l政支理事の件

6. 支部設置に関する件

時

所

出席者

議 事

遇 常 惚 令 C再 度 〉

11月23日午後2時一4時

朝日ピル問階

弁樗善哉氏外15名

1. 定款改i E lこ関する件

2. 昭和22竿度事業報告

3. 昭和21年度決算報告

4. 役員選差是延期 7) 件

5. 建築工業新司祉とグイーア ップの件 、

Q. 建築と社合費刊 日開する件

7. 昭和23年度投支強算の件

8. 支部設置に閲する手l'

大阪舎勢幹事舎の活躍

@ 西大寺と赤膚竃元見感 (22. 6. 1) 概記別項の遁

ち

@ 講演舎 (22. 9. 25) 清水組大阪支庖導堂経済摩，

博士徳永清行氏勾容別項刀通り

@ 中央ゴム株式合祉思惑 ( 元グンロップ) (22. 

9.27) 此分長:ll 主主催

@ 中座、角座及ぴグン スホ戸ル「メトロ」見事

(22. 12. 5)  

｀ホテルナユワ見 築 Ｈ Ｒ ＲｾＱＰＮＲＹＩ 概記別項の通 ｢

@ 進駐定金岡兵舎鬼皐) 22. 10. 30)  

@ 奈良戎壇院東大寺見感 (22. 11. 9)

(1附 侠 川 借E 講演)

@ 大阪府弁護住宅展示合 (.22.12.19)

〈大限府p 大阪建築復興合及本金共催J

以上何!かも盛合であっT二、年内は乙れを以て終

｢ 新春と共 ｩ 二ｾ活摺 ｩ ご捗る議定である。



日本建築協曾東海支部規程

第 1 1条 本支滋は日本建築協含東海支部といひ

事務所ｾ名古屋市内に置〈

第 2 傑 愛知鯨・三重聴、岐阜臓の日本建築協

合員は凡て本支部に鹿する

第 3 僚 本支部は白木建築協合定款第一僚の目

的を遣する露地方的に必要な事業を行

ふ

第 4 l' 長 本支部に佼員としーて支部及、副支部

長、幹事並に常議員若干名を置〈

第 5 保 役員は支部舎員の建皐に依る

第 6 1際 競長は本支部を代表し今議の議長と

なる

副支部長は支部長を補佐し支部長事故

あるときはその職務を代理する

幹事は一般曾務を庭理する

常議員は常議員合に依り 令務を審議す

る

第 7 僚 役員の任期はニ ネとする但し再選を妨

げない

投員はぞ の任期が満了する も後任者の

選任に至る迄はそ の職にある

第8 僚 本支部の合議は組合、幹事命、常識員

舎とし支部長が之宮招集する

通常総合は毎年| 回、臨時総合は幹事

曾の決議jこ依り若し〈は支部曾員六分

の一以上の請求あるとき に之を閲 t

第 9 保 本支部に職員若干名を置〈ことができ

る

職員は支部長が之を任菟する

第 10帳 本支部の経費は本部交附金その他の牧

入を以て之を支排する

第 111隊 本支部の議算は通常組合に附議レ決算

は次長手度の通常綿舎に報告しその承認

を経る

第 12保 本規程に於て特 iこ明示しない事項は凡

て日本建築協曾定款並に細則に準接す

る

沼 13 保 本規程の改鹿は組合の決議を要する

附 則

本規穫は i昭和22年12月13日から之ぞ施行する

日本建築協舎東海支部細則

第 1 僚 支部規程第一僚の事務所は営分の聞各

古匡市中直柴町三ノ六土本建築材料協

舎内に之を置〈

第 2 保 支部規程第四・僚の役員の定数は嘗分の

間左の通りとする

支 部 長 一 名

副支部長 二 名

幹 事 若干名

常 議 員 若干名

附 則

本細則ぱ昭和22年12月13日から之を施行する

東 海 支 部 役 員 順 序 不 同 3

支 部 長 玉 置 豊 次 郎

副 安 却 長 佐 藤 四 郎 染 〆ド E 夫

幹 事 池 田 源 三 郎 . 池 郁 宗 薫 ・ 伊 藤 鏑 ー

大 倉 由 王子. 岡田王子蔵、鬼頭. 昌 文

佐 久 間 寅 秋 、 水 野 金 市 . 吉 田 信 武

吉 川 清 一 . 演 一郎、贋川誠三郎

日本建築協曾九州支部規程

第 1 僚 本支鯨は日本建築官J 舎九州支部といひ

事務所を幅岡市丹に置〈

第 2 僚 九州及山口県子、J ) 日オ、建築協合員は本支

部に属する '

第 3 僚 本支部は百本建築協合匙款第一僚の目

的伝達する貸地方的 lこ必要な事業を行

ふ

第 4 依 本支部に役員として支部長、副支部長

幹事並に代議員を置 t

第 5 保 佼員は支部舎員の窓奪三依る

第 6 保 支部長は本支部を代表し合議の議長と

なる

副支部長は支部長を補佐し支部長事故

あるときはその聴極姿t : f t . 湿する

幹事は一般舎務者と掌理する

代議員、は代議員舎に依り命誌を審議す

る

第 7 傍 役員の任期は二年とする但し再涯を妨

げない

佼員はその任期が満了するも後任者の

選任に至る迄はその職にある

お



第 8 僚 本支部の合議は組合、幹事合、代議員

舎とし支部長が之を招集する

通常組合は毎年ー回、臨時組合は幹事

合の決議に依 b若し〈は支部合員 J 分

の一以上の請求ゐるときに之を開〈

第、9 .s革 本支部 lご職員若干名を置〈ことができ

ｾ＠

Q  

職員は支部長が之が任菟する

第 10イ阪 本支部の経費ば本部交附金その他の牧

入を以て之を支携する

第 11僚 本支部の強算は通常組合に附議し決算

は次年度の遁常線、舎に報告しその承認

乞経る

銘ロイ阪 本規程の外必要な事項は支部長が別 fこ

之を定める

第 131際 本規程の改慶は線舎の決議を要する

附 則

本規程は昭和22年12月4 日か ら之を施行す? る

日本建築協舎九州支部細則

第 1 僚 支部規程第一僚の事務所は営分の間隔

岡市守泉町四ノー二七番地に之を置 t

第 2 僚 支部規程弟四慌の復員の定数は賞分の

中左の通りとする

支 部 長 一 名

副支部長 二 名

幹 事 若干名

代 議 員 若干名

附 則

本市服日は昭和22年払月 4 日から之を施行する

九 州 支 部 役 員 t 順序不同〉

支 部 長 錦 田 直 一

副 支 部 長 松 岡 昌 平 篠原政次郎

幹 事 黒 木 源 女 郎 . 田 中 勇 雄 . 山 手 研 吾
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岩崎甚太郎、古舘均一、池口 凌

深 海 七 十 郎 、 浦 悶 哲 一 、 渡 謹 藤 吉

摂日本建築協舎鹿島支部規程

第1 u 条本支部ハ日本建築協合庚島支部ト稿ス

第 2 僚本支部ハ事務所ヲ成島市= 置ク

第 3俊次ノ地域内ノ日本建築協舎々員ハ凡テ本

支部= 嵐スルモノトス

憤島糠

第 4 僚本支部ハ宮本建築協合定款第一僚ノ目的

ヲ建スルダメ地方的= 必要ナル諸種ノ: 事

業ヲナスモノトス

第 5 僚本支部= 役員トシテ支部長. 副支部長、

常議員幹事若干名ヲ置ク

第も僚常識員ハ支部合員ノ選象= ヨ J レモノトス

第 7僚支部長、副支部長ハ常議員ノ互選エヨル

モノ干ス

第 8 僚幹事ハ支部長之ヲ任命ス

第 9 族支部長ハ合務ヲ統括シ副支部長ハ支部長

ヲ補佐シ幹事ハ一般曾務ヲ庖理シ常議員

ハ常議員合= 於テ舎務ヲ審議ス

第10捺役員ノ任期ハニヶ年トシ重任スルコトヲ

得. 役員ハ任期満了スルモ後任者/ 選任

= 到 Jレ迄共職= アルモノトス

第11僚通常組合ハ毎年一回臨時総合ハ佼員合ノ

決議 z ヨP 若タハ支部，曾員三十名以上請

求ァ，グルトキ開ク'

第12僚本支部ノ経費ハ本部交附金其他ノ』比入ヲ

以テ支排ス

第13脹本支部強算ハ通常総合= 問議シ決算ハ衣

年度ノ通常総合= 報昔シ其ノ承認ヲ経 Jレ

モノトス

第14際 本，堤程ゴ於テ特= 明示セサ Jレ事項ハ凡ア

日本建築協舎定款及規程= 準撮スルモ・ノ

トス

第15i際本規程ノ襲夏川穂、舎ノ決議ヲ得 J レモノト

ス

設日本建築協舎鹿島支部細則

第 H条本支部ノ :事- 務所・ハ嘗分ノ間左肥ノ所= 置

ｾ＠

鹿島市国泰寺町鹿島土建合館内

第 2 { l 条本支部ノ :役員ノ; 定数ハ嘗分左ノ通 P トス

支部長一名 副支部長二名

常議員若干名



第 Ｓｾ 条合議ハ総合、役員合 ｦ 二種トシ支部長之 節目隊本支部ノ経費ハネ: 部交付金ツノe 他ノ牧入

ヲ召集シ其議長トナル ヲ以テ之ヲ支耕スル

附ー 則 第1 l !! 様本支部ノ強算ハ通常総合= 附議事〆決算ハ

本規則パ昭和二十二年四月十七日ヨリ賀施スルモ 失年度ノ遁常線、曾= 報告シヅノ; 承認ヲ経

ノトス

支 部 長

話IJ 支部長

岡

常 識 員

鹿 島 県 菜 支 部 役 員

藤田定市.

古林義敦

中山文夫

山 中 侠 井 上 英 彦 二 村 四 郎 安 東

忠 士 勝 谷 組 腔 近藤 兵 四 郎 谷 川 政

夫 藤 岡 正 一

幹
事 高 谷 奥 一 回 坂 朝 生

摂日本建築協舎兵庫支部規程

第 1{ t : f ! 本支部ハ日本建築協合兵庫支部トイヒ 事

務所ヲ紳戸市内早 置ク

第 Ｒｾ 条 。 兵庫機内ノ日本建築協合員」ハ本支部］属

スルモノトスル

第3 - u 条本支部ハ日 本建築協合・定款第一保ノ目的

ヲ建ス Jレ錦地方的= 必要ナ事業ヲ行フモ

ノトス凡〆

第 4 依本支部= 役員トシテ支部長、副支部長、

幹事詑= 代議員ヲ置ク

第 51際役員ハ支部合員ノ選奉エ依ルモノトスル

第 6僚支部長ハ本支部ヲ代表シ合議ノ議長トナ

凡〆

副支部長ハ支部長ヲ楠佐シ支部長事故ア

ル白トキハ其ノ職務ヲ代理ス

幹事ハ一般曾務ヲ 掌理スル

代議員ハ代議員合= 依 P舎務ヲ審議スル

第 7俵役員ノ任期川二年トスル但シ :再泣ヲ妨グ

ナイ

役員ハソノ任期ガ満了スルモ後任者ノ選

任エ至ル迄ハソノ1汝= ア Jレモノトスル

第 8 依 本 支 部 ノ 曾 議 ハ 組 合 、 幹事舎・代議員会

トシ支部長ガ之ヲ招集スル

通常総合ハ毎年一回臨時総合ハ幹事合ノ

決議= 依，若ハ支部合員六分ノー以上ノ

請求アルトキ= 之ヲ開ク

第 9 .捺本支部= 職員若干名ヲ置クコトガデキル

職員ハ支隊長ガ之ヲ任免ス J レ

ルモノトス }

第12俵 本規程メ外必袈ナ事項ハ支部長 j J 別= 之

ヲ定メル

餅13t傑本規程ノ改鹿ハ綿曾ノ決議ヲ宴スル

附 則

本規程ハ昭和二十二年十一月十四日カア之目ヲ施行

スバノ

日本建築協舎兵庫支郵細則

第 1 俄 支部規程第一様ノ:事務所ハ嘗分ノ中紳戸

市生田直楠町4 丁 目 十 一 番 地 ノ 六 雲 演

荘内= 之ヲ置ク

第 2 僚 支部規程第四依ノ役員 Y 定量ハ嘗分ノ中

主ノ遁リトス J レ

支 締 長 ー 名

副支部長 二 名

幹 事 若干名

代 議 員 若干名

附 則

本細則ハ昭和二一t二年十一月十四日カラ之ヲ施行

スル

支 部 長

副支郎長

同

兵 庫 支 鶴 役 員

岡本茂樹

岩尾保衛

桑田E 一

幹
事ｾ ( 五 十 音 順 〉 潰 尾 態 雄 今 津 重 蹴 熊 田 繁

議 早 良 俊 夫 新 名 種 夫 満 揮 真 弓

中 島 宮 遺 野 閑 清 三 野 津 幸 三 郎

長 谷 川 武 彦 庚 回 穣 太 郎 松 浦 勇 太 郎

山由嘉兵衛
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名答正曾員天沼俊一氏

の 逝 去 を 悼 む

ヱ皐博士夫沼俊一先

生は去る九月一日脳溢

血の? こめ突如逝去され

た。依ってことに先生

の略墜を掲げて敬弔 ｜ｾ

意を表し? こい。

先生は明治九年八月

東京市芝直南佐久間町

に生れた所調江戸づ子

であるが、明治三十五年東京帝国大慈工科大串建

築畢科を卒業し、三十九年七月奈良勝技師』こ任

じ、古社寺修理監督を専門とせられてより逝去せ

られるまで、全<-関西にあって活動し. 日本古建

築の賀i禁及ぴ串間の上に大きな足跡をEをされ? こ。

大正七年五月京都府技師、八年十二月論文提出に

よって工事博士 、九年九月京都帝国大接助教授、

十二年五月間数授、昭和十一年九月停年退官。そ

め問、欧米 tこ遊ばれた とと二因。

先生の作品は最後の作といってもよい京都黒谷

〈金戒光明寺〉本堂をはじめ毒々あ h 、中でも今

は境けて了った大限四天王寺五重搭を最も力作と

すべきであらうが、しかし先生の本領はやは b 日

本古建築の皐珂の研究 iこあれ中でも細部の饗還

を精密に明かにされ? ここと 1 石造美術の皐聞を建

設されたことは特筆大書 してよい。ぞれ等に闘す

る無蹴刀論文色一々紹介するこ k は出来難いか

ら、衣に先生 ｄ 主要な著書名を列拳するにＱＺｾめ

る。

奈良犠金石年表、間続、園東 l菩講話. 家戴瓦園

録. 同捜、挨及担行. 日本建築史要二時. 印度技

行記、日本建築史聞録ベ冊、石燈箱問古昔、慶長以

前の石燈籍、四天王寺国鎌. 白木建築 、日本古建

築行脚. 投:百土から投西土へ. 印度の建築. 印度

悌' 菩巡檀記二fト日本建築細部建選小園緑. 成品

棲随筆、同捜‘ 同組々。
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来年度の「建築さ批曾j

について

出 版 幹 事、合

合告の通り来春からは「建築 k 融合」を有料に

して合員以外の方にも贋〈譲んでいたち; ， < やうに

蛮行することになっ7こ。このことは既に数ヶ月前

から研究されてゐ? こ のであるが先般の合員組合に

かげて食々賀行に移すことになっ? 二次第である。

本年度の「建築 k 祉合J は蛮行回数も少〈て残

念であったが総合でも詮明のあっ七如《目下の協

舎の強算では現在のやうな雑誌を毎月蛮行して合

員に配布する見込がに= な( 1 ，ょっ? こので止むを得

ないのである。そこで合報や時報的の言E事はこれ .

ｾ別の方法によ っ て数多〈蛮行して合員 ｫ の蓮絡

を充分に計るれ、ふこ k にすると同時に雑誌の方

はこれを販賀する費用を以て蛮行を積げるならば

合員諸氏の希望にも添ふことであ b経費の面から

も解決がつ〈であらうと結論されるに至つにのア

ある。

斯様なわ Wで「建築と社合」は来春から唐頭に

も姿を表はすと共に合員諸氏にも愛護していに Y

かねばならない。従って編輯の方針も必然的に費警

はるのであるがこれについては先競マ各位から寄

せられ? こ熱必な御意見を充分に取 b入れて面白を

一新する必要があると思ふ.

更に亦合員からの寄稿も今迄以上に期待して多

種多彩のものとなることが望ましいのであ る。

以上滑に簡阜であるが合員各仕の御諒承を乞ふ

と共に更に深〈御理解と御協力を希ふ衣第であ

る。

優秀カヴト募集 J 件

かねて希望の多いカットt 1 募集します。採

用しにものには薄謝を呈しますから一重に合

員の力作を御願する。
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平 和 博 覧 曾

復興住宅設計懸賞

募集事業に付て

戦災より i也ち上つ? こ嘗市では、明器三月を期し

平和博覧舎を華 k し〈院催 lノ、産業の復興 、文化

の振興等を困ることによラて、千和日本の建設に

寄興せんとするものでめります。

特に現下の情勢から見て鞍災復興は嘗面の園民

的関心事であって就中住宅復興は文化圏家として

又産業復興の不可献の要素 k して、日本の再建に

極めて重要な意義舎もつ色の k 思います、そこで

嘗博覧舎では「懸賞文化住宅展」の部門を設り質

物住宅の臨募出品し別に理想的な復興住宅の設

計圃案の懸賞競技を行って、その優秀案を博覧合

々場に展示し棋〈大衆に紹介し、復興住宅に艶し

て. 一つの方向を示すのに役立? こしめ? こいと存じ

ます。

就ては左記の規程によって懸賞募集を行うこと

になりまし? こから、全建築家各位には、本趣意に

賛せられ奮って磨、募出品下さ ξ 様切望設す女第で

ゐります。

昭和廿二年十二月

主 催 宇 治 山 関 市

後 援 職 災 復 興 院

日 本 建 築 畢 舎

日 本 建 築 協 合

日 本 建 築 士 命 。

復 興 住 宅 設 計 臨 案 懸 賞 募 集 規 程

一 . 主 旨

復興住宅は現在の窮屈な j状態のもとでしかも生

活水準を高め得る故構をもも、健康で明朗な住

生活を皆むに足る住宅の設計闘築を求める。

二 、 設 計 要 件

イ、位置及び敷地

取災都市の住宅地域敷地は一戸営 b約二οo

平方米前後

ロ 、 規 模

一戸建叉は蓮綾一戸嘗りの建築面積は五O平

方米以内、平家建、所要室は任意とする

九 、 構 詣

ポ遣、園地計醤の場合は簡易防火構過とする

= 、 法 規

既往の建築法規に拘泥しない

ホ、尺 l1t

凡てメー トル法を用いる

豆 、 臨 募 に 付 て

イ 、 所 要 闘 面

配 置 |凶 縮尺二0 0分ノ一

平 岡 臨 w  五O分ノー

立 面 間( 二面) "  五O分ノー

主要部分詳細闘( 短計及び構造明示〉

w  二O分ノー

透 腕 園

設計上特1::: 工夫しTこ臨に付ての設明は園面1: '  

簡翠に記入する説明書は別添にせ今回面に記

入する。

ロ、国商ーの 大 き

約六O x八O 糎( ゆ判大〉の白色製圃紙仕、

上は自由

ハ . 暗 披

国面にはすべて暗説〈文字〉を記し別 tこ暗競

を表記し七封筒に臨募者の時蹴. 住所、氏名

職業を記しに紙片を封入しにものを添付する

= 、締切期限及び提出先

昭和二十三年二月末目起に宇治山山間市「平

和博覧命事務局建設部懸賞文化佐宅展係J lこ

到着する様提出する

回、審査及び入選其他に付て

イ、審査員 〈五十音順〉

大医市建築局長 井 上 新 二

東京大畢数授エ博 岸 回 日 出 刃

東京工業大事教授エ博 小 林 政

佐藤建築事詰所長 佐 藤 四 郎

職 災 復 興 院 建 築 局 住 宅 課 長 鳥 井 拾 磁

京都大率教授工博 坂 静 雄

平和博覧食合長 北 岡 普 之 助

ロ 、 入 選 忍 び 賞

一 等 ー 名

二 等 二 名

三 等 三 名

選外佳作若干名

" " " ' . 展 示

E 千 聞

各 三 千 四

各 千 五 百 圏

各 宜 百 図

入賞画案は曾場に展示して一般の観覧に供す

る

= 、 結 果 通 知

審交の結果は入選者に直ちに逼知すると同時

に後援圏瞳機関誌を通じて通告する

永 、 間 集

腰、募周案は婚、て返還せすも

へ、入選闘案に付て園祭集刊行の場合版躍は主

催者 lこ陣属する

c3 
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鼠

宇

生

生

徒

で

准

合

員

と

し

て

入

品

冒

す

る

に

は

、

前

演

の

入

曾

金

を

金

拾

固

と

す

る

。

但

し

常

設

態

授

の

衣

穆

征

四

割

容

を

健

闘

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

八

線

合

員

稼

別

の

a

E

更

を

希

認

す

る

合

員

は

、

断

定

の

醐

骨

格

申

込

書

を

本

曾

陀

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

o

但

し

易

生

生

徒

で

あ

る

准

曾

員

は

、

食

核

患

校

卒

業

と

同

時

K

、

混

合

員

に

嶋

崎

柑

す

る

も

の

と

す

る

。

第

4

A

肱

m

o

A

款

第

十

四

僚

に

よ

E

指

名

せ

ら

れ

る

曾

負

の

歎

は

、

指

名

者

を

合

h

v

舎

費

口

敏

と

同

叡

以

内

と

す

る

。

但

し

、

曾

良

一

名

の

口

敏

が

鱒

豆

合

員

歎

の

二

十

分

の

一

を

超

え

る

と

き

は

、

そ

の

超

過

分

K

謝

し

て

は

指

名

す

る

と

と

が

で

曹

な

い

。

第

十

銭

-

口

の

舎

貨

は

、

次

の

遁

P

と

し

、

乙

れ

を

年

三

回

以

内

に

分

納

す

る

こ

と

が

で

竃

る
。

一

、

正

合

員

定

欽

第

九

僚

第

一

携

に

よ

る

者

年

額

金

百

戒

拾

園

但

し

遠

隔

の

地

で

旦

ヲ

支

部

の

な

い

地

方

の

亙

曾

貝

は

前

犯

の

‘十

分

の

八

と

す

る

Q

定

款

第

九

俊

第

二

M
m
に

よ

る

者

年

額

金

ゑ

百

図

二

、

准

合

同

貝

・

年

額

金

六

捻

園

事

栄

年

度

の

中

途

で

入

曾

又

は

岨

骨

格

し

た

者

の

曾

突

は

月

割

計

算

と

す

る

・

合

員

に

特

別

の

事

情

が

生

じ

た

と

き

は

、

理

事

舎

の

議

決

に

よ

っ

て

、

そ

の

期

間

中

の

舎

費

の

減

免

、

叉

は

そ

の

他

の

措

慢

を

す

る

と

と

が

で

曹

る

。

第

三

章

役

員

及

び

選

事

開

品

首

長

、

常

務

理

事

、

理

事

及

び

監

事

の

定

数

は

、

突

の

布

陣

P

と

す

る

q

闘

令

長

二

名

常

務

恕

事

一

名

理

事

二

十

八

名

監

事

二

名

第

十

二

僚

際

議

員

は

、

次

の

遜

P

選

出

す

る

。

一

、

支

部

に

鹿

せ

ぬ

地

域

の

正

曾

員

は

、

そ

の

地

域

の

正

合

員

の

表

決

継

百

個

又

は

そ

の

酬

明

敏

毎

に

ニ

名

の

野

隊

員

b

E

総

舎

で

互

選

す

る

。

二

、

支

部

に

属

す

る

疋

合

員

は

、

そ

の

支

部

所

属

定

合

員

の

表

決

権

百

個

叉

付

向

そ

の

端

敏

毎

に

{

一

名

の

際

議

員

を

、

支

部

総

合

で

互

選

す

る

。

間

昨

馳

隅

良

り

数

は

、

毎

年

十

月

末

日

現

在

の

廷

曾

員

表

決

織

の

放

に

感

じ

、

肝

機

員

曾

で

ζ

れ

を

党

あ

る

。

第

十

三

係

選

邸

中

は

、

曾

長

、

副

曾

長

及

び

墜

事

降

車

問

、

理

事

及

び

評

議

員

は

選

穆

す

L

敏

の

h

T

駁

抽

出

記

を

以

て

、

所

定

の

投

票

用

紙

を

用

ひ

い

づ

れ

も

幅

削

飽

名

投

票

で

、

こ

れ

を

行

う

@

役

慕

に

よ

る

選

診

で

、

得

票

同

教

の

者

二

名

以

上

あ

る

と

奮

は

、

年

長

者

を

以

て

上

位

者

と

す

る

。

第

十

一

保

第

四

章

舎

務

友

ぴ

事

務

第

十

四

係

組

事

は

、

玄

還

に

絞

っ

て

左

の

如

く

分

ち

曾

務

を

分

象

ず

る

。

主

飽

(

十

三

名

v

事

業

並

び

に

曾

お

一

般

主

計

円

玉

名

)

合

計

四

珊

集

ハ

十

名

〉

線

量

跡

其

他

の

編

集

、

出

版

第

十

五

傍

本

曾

の

事

務

を

虞

還

す

る

居

岬

め

、

事

湾

局

を

置

く

@

事

務

局

に

局

長

一

名

を

健

在

、

常

務

理

事

を

以

て

ζ

れ

に

芳

て

、

事

務

局

を

統

絡

せ

し

b

る

。

事

務

局

に

は

、

書

毘

長

及

・
ぴ

圃

幅

員

誼

帽

子

名

を

置

〈

、

そ

の

任

調

地

盤

ぴ

，

K

事

時

四

局

長

以

下

の

給

奥

口

、

理

事

曾

で

乙

れ

を

定

め

る

。

第

十

六

血

脚

本

曾

は

、

曾

報

並

び

に

懇

億

「

建

築

と

批

曾

」

を

愛

と
ね

す

る

。

第

千

七

篠

宮

宇

滋

局

規

程

、

部

食

盤

ぴ

に

委

員

合

親

密

、

そ

の

他

O

A

款

及

ぴ

本

細

則

施

行

に

必

要

な

規

程

は

、

震

事

品

目

で

別

に

ぎ

れ

を

定

め

る

。

開

貝，j

定

款

第

九

線

第

ニ

闘

に

よ

る

豆

曾

員

の

一

口

の

曾

貨

は

昭

和

二

十

一

一

一

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

は

年

額

武

育

園

の

制

と

す

る

。



そ

の

代

理

人

と

す

る

と

と

が

で

竃

為

。

第

三

十

八

僚

評

議

員

舎

は

、

毎

年

三

月

及

び

十

一

月

に

、

定

時

金

議

を

関

語

、

注

を

舎

長

法

相

し

〈

は

理

事

会

が

必

要

と

認

め

た

と

昔

、

又

は

評

議

員

十

名

以

上

か

ら

、

曾

議

の

目

的

事

項

を

示

し

て

要

求

の

あ

っ

た

と

き

臨

時

曾

銭

を

関

〈

。

第

三

十

九

僚

評

議

員

会

に

議

案

を

提

出

す

る

に

は

、

主

合

員

は

跨

議

員

五

名

以

上

の

、

得

議

員

は

評

議

員

二

名

以

上

の

賛

成

を

得

て

、

と

れ

を

す

る

と

と

が

で

き

る

。

第

四

十

僚

評

議

員

舎

の

招

集

及

び

議

決

に

就

て

は

、

飽

食

の

規

定

を

準

用

す

る

。

評

議

員

舎

の

議

長

は

、

際

議

員

の

互

選

と

し

、

九

刊

の

任

期

は

一

年

と

す

る

・

。

評

議

員

舎

は

、

総

町

計

議

長

の

三

分

。

一

以

上

出

席

L

な

げ

れ

ば

議

決

を

行

ふ

乙

と

が

で

垂

な

い
。

第

四

十

一

俊

本

曾

は

、

そ

の

呂

的

、遂

行

の

た

め

、

都

合

官

及

ぴ

努

員

晶

世

主

置

く

こ

と

が

で

き

る

@

第

五

章

資

産

及

び

舎

計

第

陸

十

二

侠

本

金

に

基

金

を

俊

〈

。

基

金

は

、

と

れ

に

指

定

せ

ら

れ

た

寄

附

金

、

そ

の

他

評

議

員

曾

で

こ

れ

に

編

λ

の

箆

決

を

行

っ

た

も

の

を

、

ζ

れ

に

賞

て

る

。

第

四

十

=

一

依

・

本

舎

の

防

止

臨

は

合

長

が

と

れ

を

管

避

す

る

o

但

し

、

管

理

方

法

に

就

て

際

議

員

曾

が

議

決

し

た

と

曹

は

、

乙

れ

K

従

う

。

本

舎

の

尉

並

又

は

収

入

は

、

之

を

曾

向

貝

に

分

配

す

る

乙

と

が

で

き

な

い

。

第

四

十

限

僚

本

舎

の

経

費

は

、

念

賞

、

基

金

政

入

又

は

砂

川

猿

牧

入

、

寄

附

金

、

補

助

金

そ

の

他

の

収

入

で

、

ζ

れ

を

支

耕

ナ

る

@

第

四

十

五

修

・

財

産

目

録

及

貸

俊

樹

照

表

は

、

相

暗

感

幾

年

度

末

現

在

に

よ

P

、

ζ

れ

を

陶

製

す

る

・

前

年

度

の

牧

夫

決

算

、

尉

震

回

線

、

貸

借

劉

照

表

及

び

事

業

報

告

書

は

、

毎

年

六

月

迄

に

常

務

理

事

又

ほ

施

設

忽

事

が

乙

れ

を

翻

製

し

、

程

事

舎

の

議

決

を

経

て

、

監

惑

に

提

出

し

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

。

監

事

は

、

前

表

。

書

類

を

受

理

し

た

と

き

は

、

乙

れ

を

底

盗

し

法

見

を

附

し

て

、

総

合

双

ぴ

群

酷

院

長

舎

に

報

告

し

な

け

ば

な

ら

な

い

。

第

六

章

解

散

漫

ぴ

清

算

第

四

十

六

僚

本

舎

の

解

散

は

、

総

舎

の

議

決

に

よ

る

。

第

四

十

七

保

清

算

人

は

、

級

品

世

で

と

れ

を

選

任

す

る

。

治

相

非

人

は

、

就

任

の

日

か

ら

大

月

以

内

に

清

算

次

ぴ

財

産

虞

分

の

方

法

を

定

b

て

、

総

曾

に

提

出

し

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

。

時

附

則

本

定

歎

は

、

民

法

第

三

十

八

僚

に

よ

る

認

可

の

日

か

ら

γ

と

れ

を

施

行

ナ

る

。

従

前

の

定

款

に

よ

る

正

合

員

、

絵

待

曾

員

及

焚

助

'曾

員

は

、

本

定

歓

に

よ

る

豆

曾

員

と

し

、

名

著

立

合

員

及

び

准

舎

員

口

、

夫

有

本

定

款

に

よ

る

名

皿

智

正

舎

員

及

ぴ

准

曾

員

と

す

る

。

従

前

削

の

定

数

に

よ

み

名

答

賛

助

曾

由

民

は

、

と

れ

を

駿

し

、

終

身

俊

助

曾

員

は

そ

の

ま

与

と

す

る

@

従

前

の

定

款

に

よ

る

役

員

は

、

本

O

A

欽

に

よ

る

役

員

の

就

任

と

同

時

に

そ

の

任

期

を

務

了

す

る

も

の

と

す

る

、

仮

し

、

そ

の

以

前

K

任

期

滞

了

す

る

者

は

、

新

役

員

の

就

任

ま

で

そ

の

任

期

を

延

長

す

る

。

本

定

款

に

よ

P

後

初

に

選

任

せ

b

れ

た

役

員

中

、

曾

匹

目

、

文

節

長

及

び

常

穆

退

官

帯

を

除

〈

俊

民

一

の

各

牛

働

問

の

任

期

は

こ

れ

を

一

年

と

し

、

そ

の

人

選

は

玄

惑

で

と

れ

を

決

め

る

。

事

業

年

皮

は

、

昭

和

二

十

二

年

度

に

限

ヲ

て

、

乙

れ

L

L

昭

和

二

十

三

年

一

一

一

月

三

十

一

日

ま

で

磁

長

す

る

。

蹴

胤

白

木

建

築

協

曾

細

則

(

欝

お

こ

野

む

に

計

問

問

削

)

部

.

雄

m

-

鎌

倉

長

官

名

以

上

居

住

す

る

地

方

で

は

、

支

郎

を

設

偉

す

る

と

と

が

で

寄

る

。

支

部

を

設

置

す

る

に

は

、

m

臨

山

他

人

を

定

め

、

地

域

を

指

定

し

、

受

町

凶

剖

師

税

案

及

び

焚

成

曾

員

名

簿

を

添

付

し

て

、

本

含

に

支

都

段

援

の

要

求

を

し

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

。

雄

m

ニ

総

支

部

地

域

内

に

居

住

す

る

禽

員

は

、

そ

の

支

部

に

廊

ず

る

も

の

と

す

る

A

但

し

、

曾

員

か

ら

ζ

れ

と

開

時

る

申

出

-b

る

と

曹

は

と

れ

に

従

う

。

第

三

僚

支

部

山

曾

紛

は

、

そ

の

支

部

銭

稜

に

よ

っ

て

と

れ

を

執

行

す

る

@

支

部

綾

田

健

次

ぴ

せ

の

穏

廷

は

、

支

部

総

曾

の

議

決

で

と

れ

を

定

め

、

理

事

曾

の

承

認

を

経

て

去

の

効

力

を

生

?

る

。

第

四

僚

支

部

一規

程

に

は

、

支

部

に

闘

す

る

衣

の

事

項

を

、

隠

載

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

@

一

、

名

稀

二

、

事

務

所

の

所

在

泊

一

-

一

、

地

域

四

、

感

世

間

豆

、

総

合

及

ぴ

役

員

命

に

閥

ナ

る

事

衷

六

、

役

員

の

選

任

及

び

そ

の

線

開

聞

に

闘

・ず

る

事

項

士

、

其

他

必

要

件

川

事

項

第

五

僚

支

部

の

経

費

は

、

支

部

交

附

金

、

寄

附

金

、

支

部

事

業

主

B

生

ず

る

収

入

及

ぴ

そ

の

品

川

の

牧

入

で

、

と

れ

を

支

抽

弾

ず

る

。

本

部

は

支

部

に

謝

し

て

、

そ

の

支

部

所

属

合

員

‘
の

納

付

し

た

曾

焚

の

十

分

の

関

以

内

を

、

支

部

変

附

金

と

し

て

交

附

ナ

る

。

但

し

、

.

特

別

の

相

場

合

に

は

理

事

合

の

様

決

を

経

て

、

と

れ

を

冷

領

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

第

六

佐

世

支

部

の

事

業

年

度

は

、

本

'

留

の

事

控

除

年

度

に

準

ず

る

。

支

部

は

、

毎

年

二

月

末

日

ま

で

に

次

年

度

の

致

算

を

、

五

月

末

日

迄

に

前

年

度

の

事

業

並

び

K

決

算

報

告

書

を

、

本

会

K

提

出

し

、

理

桜

舎

の

承

認

を

経

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

二

章

合

員

友

び

曾

貸

第

七

係

正

合

員

と

し

て

入

曾

す

る

K

は

、

正

倉

員

一

名

を

紹

介

者

と

し

、

所

定

の

入

曾

申

込

容

に

入

合

金

水

拾

闘

を

添

え

て

、

本

舎

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

・

但

じ

、

定

款

第

丸

燦

第

二

帽

慣

に

よ

る

疋

合

員

は

、

入

合

余

念

必

袈

と

し

な

い

@

第

支

寧



第

二

十

}

伎

役

震

で

b

¥

必

一

は

二

年

と

し

、

懇

径

年

度

の

次

銘

の

事

業

年

度

初

か

ら

こ

れ

を

起

算

ず

る

。

但

し

、

許

謀

長

の

任

期

は

、

選

任

年

間

聞

の

二

月

か

ら

と

れ

を

起

算

す

る

。

令

長

、

支

前

日

氏

、

ふ

び

常

務

理

事

を

除

〈

役

員

は

、

毎

年

そ

の

牛

衡

を

改

選

す

る

。

役

員

k

h

m

民

を

町

一

じ

た

と

き

は

、

遅

滞

な

〈

乙

れ

を

総

還

す

る

。

但

し

、

第

十

九

僚

の

定

時

餌

を

失

か

ず

1

群

議

負

舎

で

そ

の

必

要

が

な

い

と

認

め

た

と

き

は

J

と

の

限

習

で

な

い

。

総

選

K

依

る

校

長

の

任

期

は

、

前

任

者

の

残

期

間

主

ず

る

。

第

二

す

ご

僚

令

長

は

、

合

務

を

総

理

し

、

本

曾

主

代

表

し

、

総

合

及

び

理

市

命

令

の

議

長

と

な

る

副

令

長

は

、

合

長

を

術

佐

し

、

令

長

事

故

あ

る

と

き

は

ー

そ

の

職

務

を

代

淫

す

る

。

第

ニ

十

三

線

合

長

、

副

曾

糸

、

理

事

及

び

支

部

長

は

、

護

事

曾

を

組

織

し

て

曾

務

を

執

行

す

る

。

退

官

暗

舎

の

験

事

は

、

出

席

者

り

過

A

H

敏

で

こ

れ

を

決

し

、

可

否

問

歎

の

揚

令

に

は

、

議

長

の

決

す

る

と

と

ろ

に

よ

る

。

理

事

合

に

陪

席

で

き

な

い

串

告

は

、

番

商

で

際

決

に

お

加

し

又

は

他

の

出

席

者

に

受

任

し

て

、

践

決

榊

備

を

行

使

す

る

と

と

を

妨

げ

な

い

。

第

二

十

四

係

理

事

舎

は

骨

忽

務

砕

か

ら

又

は

。理

事

以

外

の

者

か

ら

、

常

務

理

事

若

干

名

を

遺

伝

す

る

と

と

が

で

き

る

。

澄

療

以

外

か

ら

選

任

さ

れ

た

常

滋

理

事

は

、

と

れ

を

第

十

九

僚

に

よ

る

由
理

事

と

す

る

o

但

し

と

の

揚

合

に

は

選

任

後

評

議

員

食

の

承

認

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

常

務

理

除

、

合

晶

、

副

骨

首

長

を

補

佐

し

、

常

時

舎

畿

を

島

理

し

、

合

長

、

割

合

桑

原

故

あ

る

と

き

口

、

そ

の

職

務

を

代

理

す

る
。

第

二

十

五

僚

支

部

長

は

、

支

部

を

代

表

し

、

支

部

の

曾

恥

却

を

執

行

す

る

。

第

二

十

六

僚

監

事

は

、

常

時

含

務

以

び

舟

援

の

獄

況

を

監

査

し

、

特

別

の

惨

由

め

る

時

は

、

総

合

又

は

評

議

員

舎

を

招

集

す

る

こ

と

が

で

き

る

.。

監

事

は

、

理

市

中

金

V

N

出

席

し

て

怠

見

を

補

地

べ

る

こ

と

が

で

き

る

。

但

し

、

議

決

に

加

は

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

第

二

十

七

僚

評

議

員

は

、

際

設

信

一

舎

を

組

織

し

盛

一
要

舎

務

を

議

決

す

る

。

第

二

十

八

俊

本

舎

に

、

各

郎

官

顧

問

、

顧

問

及

び

品

世

間

持

各

若

干

名

を

泣

く

と

と

が

で

寄

る

@

一

、

名

恋

顧

問

は
、

本

合

の

事

業

措

置

行

に

‘

其

の

協

力

を

求

め

る

た

め

磁

事

舎

で

絵

由

帰

し

た

者

二

、

顧

問

は

、

建

築

に

関

係

あ

る

事

級

経

験

者

で

あ

ワ

て

、

逮

事

曾

ゆ

推

薦

に

よ

P

総

曾

@

議

決

を

経

た

者

'
顧

問

は

、

合

訟

の

重

要

事

務

に

つ

い

て

、

食

長

の

跨

閑

κ
腐

じ

、

又

は

波

見

を

提

出

す

る

。

=

一

、

参

奥

は

、

曾

員

中

か

ら

理

事

曾

で

推

薦

委

嫁

し

た

者

参

困

問

は

、

舎

務

κ
就

て

制

品

事

曾

の

時

附

阿

K

師

陣

じ

、

又

は

意

見

を

提

出

す

る

。

多

面

開

の

任

期

に

つ

い

て

は

第

二

十

一

僚

の

規

定

を

幣

用

、
す

る

顧

問

及

び

卓

世

田択

は
、

役

員

に

就

任

し

た

古

ぎ

ば

、

そ

の

位

置

を

退

く

も

の

と

す

る

。

議

舎

第

四

章

第

二

十

九

銭

曾

践

は

、

総

拘

留

及

び

跨

議

員

舎

の

ニ

績

と

し

、

夏

K

総

曾

を

、

遺

常

総

曾

及

ぴ

隊

時

総

曾

の

二

時世

K

分

け

る

。

合

議

は

、

令

官

え

こ

れ

を

招

集

す

る

。

舎

践

の

議

事

鍛

は

、

議

事

の

経

過

の

補

官

僚

及

び

英

の

結

果

を

舵

載

し

、

飽

'曾

の

揚

令

は

曲

陣

長

及

び

出

席

正

曾

員

二

名

、

評

議

員

舎

の

場

合

げ

議

長

及

び

尚

腐

評

議

員

二

名

の

署

名

を

絡

で

保

存

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

但

し

、

書

図

表

決

の

と

き

は

隊

長

の

嶺

名

で

足

P

る

。

第

、

一
一

一

十

僚

総

合

は

、

，

E

合

員

を

以

て

組

総

す

る

。

偲

曾

に

於

け

る

正

合

員

の

表

決

縫

は

、

合

賢

一

口

に

ヲ

き

一

一

悩

と

す

る

6

但

し

、

合

員

一

名

の

ロ

鯵

が

、

徳

正

合

員

の

口

敏

の

武

拾

分

の

一

を

超

え

る

と

き

は

、

そ

の

超

過

分

に

は

表

決

穏

は

な

い

@

-

第

三

十

↑

僚

遁

常

総

合

は

、

毎

年

一

回

一

月

こ

れ

を

開

く

o

臨

時

偲

曾

は

、

群

議

員

合

又

は

品開

E

X

が

必

要

色

認

め

た

と

輩

、

若

し

〈

は

豆

舎

民

百

名

以

ム

か

ら

、

食

議

の

目

的

事

情

引

を

示

し

て

要

求

，
が

あ

っ

た

と

き

、

こ

れ

を

招

集

す

る

。

第

二

一

十

二

僚

飽

食

を

招

集

す

る

に

は

、

合

目

か

ら

一

一

週

関

前

に

、

合

議

の

目

的

事

項

、

日

時

永

ぴ

揚

折

を

示

し

て

、

客

商

又

は

公

告

に

よ

っ

て

五

合

員

K

通

知

を

四

践

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

但

し

、

底

知

念

の

必

要

あ

る

お

合

又

は

再

佼

招

集

の

揚

合

は

、

-
と

の

錦

聞

を

短

縮

す

る

と

'
と

が

で

き

る

。

第

三

十

三

俊

疋

合

員

は
・

2

b
官

民

十

名

以

上

の

賛

成

を

得

て

、

総

合

に

議

案

を

提

出

す

る

乙

h

が

で

量

る

。

総

舎

で

疋

合

員

が

動

訟

を

提

出

す

る

K

は

、

出

席

者

の

二

十

分

の

一

以

上

の

貸

出

酬

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

酬

制

帽

引

の

出

野

議

に

よ

る

議

決

事

項

は

、

次

の

総

合

で

承

隠

を

柑

艇

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

三

十

四

線

総

合

の

議

事

は

侍

別

の

揚

合

を

除

言

、

向

席

点

唱

の

遜

牢

秒

で

こ

れ

を

決

し

、

可

否

開

敏

の

揚

合

に

は

議

長

の

決

す

る

さ

と

ろ

に

主

る

。

臨

時

総

合

は

、

掛閣

議

に

よ

ら

な

い

で

書

簡

表

決

に

よ

る

と

と

が

で

き

る

。

と

の

場

合

金

長

は

、

そ

の

結

果

を

遅

滞

な

〈

公

費

又

は

書

面

に

よ

ヲ

て

、

正

合

員

に

報

告

し

な

け

山

な

ら

な

い

。

書

面

表

決

は

、

議

決

と

同

一

の

効

力

を

有

す

る

。

第

三

十

五

肱

相

次

の

事

項

に

つ

い

て

は

、

総

合

の

議

決

を

経

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
・

-

、

定

款

の

俊

一氏

ご

、

重

要

な

財

産

又

は

基

金

の

虞

分

三

、

本

舎

の

解

散

及

ぴ

清

算

四

、

品

収

支

予

算

及

ぴ

決

算

前

旗

第

四

銭

の

予

算

で

、

評

議

員

合

。

議

決

を

経

た

も

の

に

ヲ

い

て

は

、

理

事

曾

は

飽

食

。

時

開

設

が

な

い

と

き

で

も

、

原

案

を

執

行

す

る

と

と

が

で

宮

る

。

但

し

、

乙

の

場

合

に

は

次

の

飽

食

に

於

て

、

承

惚

を

求

診

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

総

曾

は

、

合

践

の

延

期

又

は

銀

行

を

議

決

す

る

之

と

が

で

き

る

ー

と

の

場

合

に

は

、

第

三

十

二

僚

の

規

定

を

適

用

し

な

い

。

第

三

十

六

位

郎

前

後

第

二

損

第

一

銭

乃

蚤

第

三

胸

部

に

関

す

る

議

事

に

つ

い

て

は

‘

飽

正

合

員

の

一

一

十

分

の

一

以

上

が

出

席

し

、

線

表

決

縫

の

二

十

分

の

一

日

以

上

を

行

使

し

、

一

一

一

分

の

ニ

以

上

の

多

歎

に

よ

る

議

決

を

必

要

と

す

る

。

一出

席

者

が

前

項

の

定

足

数

に

塗

し

な

い

と

曹

に

は

、

出

席

者

の

表

決

継

の

婚

訟

歎

で

、

仮

決

議

を

す

る

ζ

と

が

で

量

る

。

と

の

揚

合

に

ほ

、

遅

滞

な

〈

待

度

総

曾

を

招

集

し

て

、

出

席

者

@

表

後

継

の

遜

停

歎

で

、

仮

決

議

の

認

否

を

決

す

る

。

第

三

十

七

依

徳

舎

に

出

席

し

な

い

E

b
官

民

は

、

書

面

で

表

決

を

し

、

又

は

他

の

出

席

正

曾

貝

を



叩

一

胤

日

本

建

築

協

曾

定

款

「

昭

和

二

十

二

年

十

二

月

五

日

J

F

O

A

款

笹

夏

認

可

即

日

実

施

、

第

徳

則

第

一

保

本

舎

は

、

建

築

闘

係

各

部

門

の

蓬

察

協

力

に

よ

っ

て

、

建

築

に

観

ず

る

撃

術

、

技

箆

事

業

の

遜

歩

綬

逮

を

困

る

と

共

に

‘

建

築

を

渇

じ

陵

〈

庇

晶

閣

に

貫

献

す

る

と

と

を

目

的

と

す

る

。

第

二

係

本

曾

は

、

一

枇

閣

法

人

日

本

建

築

協

曾

主

務

ず

る

。

英

女

で

は

凶

d
r
o

〉

H

C

E世

O

S

E

E

-
』

p

g

o

c

v

t

o
ロ

O
内

旬

8

0
ロ

と

す

る

。

第

三

依

本

曾

の

主

た

る

事

訪

問

聞

は

、

と

れ

を

大

阪

市

に

低

曹

、

な

お

必

要

K

臆

じ

各

地

に

支

都

を

俊

〈

と

と

が

で

き

る

。

主

た

る

事

務

所

の

位

寵

の

割

問

夏

、

並

び

に

支

部

の

殴

底

、

使

更

若

し

く

は

殴

止

に

ヲ

い

て

は

野

験

員

曾

の

鴫

間

決

で

ζ

れ

を

定

め

る

P

第

四

拙

脚

本

曾

は

、

左

の

事

業

を

行

う

。

-
、

・
建

築

関

係

各

部

門

間

強

ぴ

K

建

築

と

社

曾

と

の

蓮

繋

ご

、

殺

一
築

関

係

事

業

の

草

萱

依

塗

に

費

す

る

意

見

の

決

定

並

び

に

表

図

三

、

建

築

に

協

す

る

援

街

、

技

察

、

施

策

の

研

究

、

調

査

及

ぴ

鮭

曾

指

導

並

び

に

一

般

廃

議

菌

、

建

築

関

係

各

部

門

の

按

輿

K

賛

す

る

施

設

艶

び

陀

瞥

迭

駒

の

設

置

及

び

管

理

豆

、

建

築

に

隠

す

る

証

明

、

鑑

定

、

仲

介

、

斡

旋

又

は

仲

裁

、

検

定

試

験

の

執

行

及

び

受

絡

。

認

定

六

、

曾

員

の

向

上

及

び

箱

互

の

親

陸

に

関

す

る

諸

施

設

並

び

に

曾

合

士

、

曾

制相

、

雑

誌

、

岡

容

及

び

印

刷

物

の

列

行

並

び

に

愛

官

民

八

、

そ

の

他

本

曾

の

目

的

を

塗

す

る

に

必

要

な

事

業

第

五

線

本

曾

の

事

業

年

度

は

、

毎

年

四

月

一

日

K

始

ま

り

翌

年

三

月

三

十

一

日

に

鯵

る

ρ

第

六

係

本

舎

の

公

告

は

、

曾

報

又

は

官

報

若

し

く

は

総

曾

の

織

決

で

指

定

し

た

日

列

新

聞

に

掲

げ

て

こ

れ

を

す

る

。

第

七

・

線

本

定

款

の

施

行

に

必

要

な

g
d
項

は

、

細

則

で

乙

れ

を

定

め

る

。

細

則

は

、

評

隊

員

舎

の

織

決

で

と

れ

を

定

め

る

。

第

二

軍

金

章

員

曾

員

は

、

正

曾

員

及

び

准

曾

員

の

ニ

一

砥

と

し

、

正

曾

員

を

以

て

民

法

上

の

d

舵

員

と

す

第

八

依
る

。

第

九

俊

正

晶

官

民

は

、

次

の

各

競

の

何

れ

か

に

該

常

す

芯

も

の

と

す

る

。

一

、

建

築

叉

は

と

れ

に

関

係

あ

る

職

務

を

宥

し

相

常

ρ
製

織

文

は

経

験

を

有

す

る

者

一

一

、

建

築

叉

は

こ

れ

に

関

係

あ

る

業

務

を

瞥

む

者

又

は

図

体

第

十

銭

准

曾

員

は

建

築

K

趣

味

を

有

す

る

者

、

お

し

く

は

建

築

又

は

乙

れ

に

関

係

あ

る

準

科

を

専

攻

す

る

厚

生

、

生

徒

と

す

る
。

第

十

一

係

正

曾

員

で

次

の

各

獄

の

い

づ

れ

か

に

骸

食

す

る

者

は

、

総

曾

の

賂

決

で

ζ

れ

を

名

答

正

令

員

に

捻

奉

す

る

と

と

於

で

き

る

。

-

、

準

識

名

認

が

あ

る

・

考

又

は

本

曾

K

謝

す

る

湧

綴

顕

著

な

者

二

、

三

十

年

以

上

正

曾

員

で

あ

っ

て

年

齢

六

十

五

を

超

え

た

者

第

十

二

僚

曾

貝

と

な

亭

に

は

、

細

則

の

定

め

る

所

に

よ

ヲ

て

入

曾

申

込

S

K
人

曾

金

を

m
m

へ

て

本

晶

冒

に

提

肉

し

、

理

事

曾

の

承

惚

を

経

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

曾

員

が

退

合

す

る

に

は

、

曾

費

を

完

納

し

て

+

牛

舎

に

そ

の

回

同

を

嵐

山

叫

な

け

れ

・ば

な

ら

な

い

。

第

十

三

係

金

冒

負

の

氏

名

は

、

と

れ

を

曾

員

名

簿

に

登

録

し

、

曾

員

の

樋

刺

務

滋

は

、

名

簿

を

品

開

を

し

た

日

か

ら

生

?

る

。

曾

員

の

権

利

は

、

一

身

に

官

中

田

崩

し

と

れ

を

他

入

V

A

移

縛

す

る

と

と

が

で

警

な

い

。

但

し

、

第

九

傑

第

二

銃

に

よ

る

正

曾

員

で

、

本

舎

の

承

認

を

綬

た

組

制

合

は

乙

の

限

習

で

な

い

。

第

十

四

依

然

九

傑

第

一

一

統

に

よ

る

E

曾

員

は

、

細

則

の

定

む

る

と

と

る

に

従

づ

て

、

本

舎

の

承

認

を

経

T

曾

貝

を

指

名

す

る

と

と

が

で

き

る

。

前

帽

慌

に

Z

P

指

名

せ

ら

れ

た

曾

員

は

、

と

れ

を

正

曾

負

と

み

な

す

。

第

十

玄

拙

田

舎

貝

除

、

細

則

の

定

め

る

と

と

ろ

に

よ

習

、

合

費

一

口

以

上

を

・前

納

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

但

し

、

名

饗

正

曾

員

及

ぴ

前

僚

に

よ

P

指

名

せ

ら

れ

た

合

員

は

、

と

の

限

唱

で

な

、
。

‘
i
w
 

第

十

六

鎌

倉

員

叫

似

合

費

を

滞

納

し

た

場

合

に

は

、

そ

の

期

間

中

舎

員

極

の

行

使

を

停

止

さ

れ

る

と

と

が

あ

る

。

但

七

、

と

の

場

合

金

員

は

、

既

往

の

債

務

を

菟

か

いれ

る

と

と

が

で

き

な

い

。

係

十

七

僚

合

員

で

・

択

の

各

貌

の

い

づ

れ

か

に

骸

食

す

る

者

は

、

静

職

員

曾

の

緩

決

で

と

れ

を

除

名

す

る

乙

と

が

で

き

る

o

但

し

、

第

三

畿

の

場

合

に

限

り

理

事

舎

の

議

決

を

以

て

、

と

れ

に

代

へ

る

と

と

が

で

き

る

。

.

一

、

本

舎

の

秩

序

を

飢

し

叉

は

本

定

撃

で

〈

は

細

則

K

塗

反

す

る

行

震

が

あ

る

と

認

め

た

者

-

戸

、

体

舎

の

名

血

官

ゼ

汚

損

す

る

行

震

が

あ

る

と

寵

め

た

者

三

、

曾

裂

の

滞

納

が

四

ヶ

月

に

及

び

な

を

督

促

に

腹

じ

な

い

者

第

十

λ

僚

.
返

曾

又

は

除

名

K

よ

ヲ

て

合

員

安

絡

を

失

ワ

た

者

は

、

如

何

な

る

理

菌

に

よ

っ

て

も

既

納

の

舎

費

又

は

物

件

の

返

還

そ

の

他

本

舎

の

財

産

に

嗣

閉

す

る

一

切

の

蹄

求

錨

&

失

う

・

但

し

、

本

曾

に

鈴

ず

る

債

務

は

と

れ

を

匁

か

れ

る

と

と

が

で

き

な

い

。

第

三

章

役

員

、

顧

問

反

ぴ

参

興

本

舎

に

左

の

役

員

を

舵

〈

。

合

長

一

名

郡

合

長

二

名

湿

事

十

六

名

支

部

長

恭

子

名

監

康

二

名

静

隊

員

若

干

名

合

長

、

開

即

合

長

、

理

事

及

び

支

部

長

を

以

て

、

民

法

上

の

理

事

と

す

る

。

第

二

十

僚

笠

宮

中

及

び

評

議

員

は

総

曾

で

、

曾

長

、

割

合

長

及

び

理

事

は

野

隊

員

曾

で

、

正

告

官

員

市

中

か

b

乙

れ

を

選

任

す

る

。

令

(

部

長

は

、

支

部

規

穏

に

よ

P

、

支

部

所

属

正

曾

負

の

互

選

に

よ

ヲ

て

選

任

す

る

。

第

十

九

傑

以 以

上 上

以

上



-

第

二

八

集

第

九

・

一

0

・一

一・

一

二

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

)

コ

マ

ツ

建

材

社

近

畿

地

区

セ

メ

ン

ト

瓦

工

業

協

議

会

美

素

工

業

所

大

阪

平

田

タ

イ

ル

船

越

タ

イ

ル

商

庖

阪

神

復

興

工

業

所

室

谷

商

応

亀

井

東

工

社

盛

工

務

庄

日

新

建

設

工

業

三

高

製

作

所

金

剛

測

量

製

図

器

製

作

所

共

立

電

気

工

事

吾

妻

製

作

所

田

辺

工

業

平

野

組

あ

め

り

か

屋

大

林

組

銭

高

組

竹

中

工

務

底

鴻

池

組

木

村

組

藤

木

工

務

底

大

成

建

設

松

村

組

日

本

建

設

産

業

安

藤

組

大

和

工

業

西

原

衛

生

工

業

所

近

織

屯

気

工

事

内

団

組

大

阪

三

越

林

塗

装

庖

三

機

工

業

高

島

屋

飯

田

大

洋

建

設

飯

田

商

庖

ナ

ニ

ワ

瓦

内

外

ア

ス

ベ

ス

ト

日

東

工

務

唐

神

治

屋

本

庖

栗

山

硝

子

庇

関

城

化

学

工

業

所

東

洋

建

築

板

大

阪

窯

業

セ

メ

ン

ト

関

西

ペ

イ

ン

ト


